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　３月11日(木)、市立山家幼稚園において第50回と
なる卒園式が行われ、19人の園児が保護者、地域の
皆さんに見守られる中、元気に卒園していきました。
　卒園式では、卒園児一人ひとりの名前を呼び、卒園
証書を園長から受け取った後、幼稚園での思い出と
保護者への感謝の気持ちをしっかりと伝え、涙あり、
笑顔ありの素晴らしい卒園式となりました。



2Chikushino City  2016. 4.１

業
を
体
系
化
し
て
策
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
は
、
本
市
の
人
口
減
少
へ
の

対
応
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り

組
み
の
方
針
を
示
し
た
「
筑
紫
野
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
と
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
計
画
は
、
市
長
と
し
て
の
方
向

性
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
平
成
28
年
度

の
市
政
運
営
を
担
う
た
め
の
基
礎
に
な
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
の
魅
力
の
活
用
と
課
題
へ
の
対
応

　

筑
紫
野
市
は
歴
史
や
文
化
、
自
然
、
交
通

の
利
便
性
、
地
域
の
人
々
な
ど
、
他
市
に
負

け
な
い
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
魅
力
を
再

確
認
し
、
市
民
の
皆
様
や
関
係
団
体
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
誠
心
誠
意
、
努

力
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
庁
舎
の
老
朽
化
、
高
尾
川
・
鷺
田
川

の
治
水
対
策
、
筑
紫
駅
西
口
土
地
区
画
整
理

事
業
の
推
進
、
地
域
交
通
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
な
ど
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、

市
の
魅
力
の
活
用
と
、
長
年
に
わ
た
る
課
題

へ
の
対
応
、
こ
の
２
つ
の
取
り
組
み
を
果
敢

に
押
し
進
め
る
こ
と
が
、
地
方
創
生
へ
の
道

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

政
策
１  

行
財
政
改
革

　
「
ム
ダ
を
省
い
た
効
率
的
な
行
財
政
の

確
立
」
に
向
け
た
主
な
取
り
組
み

●
計
画
行
政
と
効
率
経
営
の
推
進

▽
コ
ス
ト
意
識
や
財
源
の
確
保
、
ス
ク
ラ
ッ

プ
＆
ビ
ル
ド
の
推
進
な
ど
、
健
全
な
財
政

運
営
に
努
め
ま
す
。

▽
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
制
度
」
の
寄
附

金
額
の
増
加
を
目
指
す
と
と
も
に
、
地
場

産
品
の
活
用
に
取
り
組
み
ま
す
。

▽
内
部
評
価
委
員
会
お
よ
び
外
部
評
価
委
員

会
な
ど
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
事
業
の
改

善
、
効
率
化
を
進
め
ま
す
。

●
人
材
育
成
と
組
織
の
整
備

▽
市
職
員
の
規
範
意
識
の
向
上
に
引
き
続
き

努
め
、市
民
に
信
頼
さ
れ
る
人
材
づ
く
り
、

職
場
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
適
正
な
事
務
執
行
と
サ
ー
ビ
ス
提
供

▽
新
市
庁
舎
建
設
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
事

業
手
法
や
財
政
面
で
の
検
証
を
行
い
ま
す
。

政
策
２  

産
業
・
雇
用
を
つ
く
る

　
「
ま
ち
を
元
気
に
す
る
地
域
経
済
の
活

性
化
」
に
向
け
た
主
な
取
り
組
み

● 

地
域
に
活
力
を
も
た
ら
す
産
業
・
雇
用

の
創
出

▽
積
極
的
な
企
業
誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。

▽
経
営
指
導
等
の
取
り
組
み
の
促
進
、
中
小

企
業
者
へ
の
融
資
制
度
の
運
営
、
創
業
支

援
セ
ミ
ナ
ー
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

●
農
林
業
の
振
興

▽
消
費
者
需
要
に
応
じ
た
農
産
物
の
安
定
供

給
を
図
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
女
性

農
業
者
、
新
規
就
農
者
へ
の
事
業
の
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

●
観
光
の
振
興

▽
天
拝
山
、
天
拝
公
園
、
二
日
市
温
泉
な
ど
、

観
光
資
源
の
魅
力
を
高
め
る
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

政
策
３  

生
活
を
守
る

　
「
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
、
健
康
で

笑
顔
輝
く
ま
ち
」
に
向
け
た
主
な
取
り

組
み

●
防
災･

減
災
対
策
の
推
進

▽
高
尾
川
・
鷺
田
川
の
河
川
改
修
に
つ
い
て
、

県
事
業
と
し
て
、
国
の
「
高
尾
川
床
上
浸

水
対
策
特
別
緊
急
事
業
」
の
新
規
採
択
を

受
け
、
お
お
む
ね
５
年
で
推
進
し
ま
す
。

▽
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
、
情
報
共
有
化

の
た
め
「
防
災
・
行
政
情
報
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
再
整
備
事
業
」に
取
り
組
み
ま
す
。

●
防
犯
対
策
の
推
進

▽
ニ
セ
電
話
詐
欺
や
、
消
費
生
活
を
め
ぐ
る

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
体
制
の
充
実
に
取

り
組
み
ま
す
。

●
健
康
づ
く
り
の
推
進

▽
「
第
二
次
健
康
ち
く
し
の
21
」
計
画
を
策

定
し
、健
康
増
進
と
食
育
を
推
進
し
ま
す
。

周辺整備と水上ステージの
改修を行った天拝公園

は
じ
め
に

　

冒
頭
に
、
１
月
24
日
の
大
寒
波
に
よ
る
大

雪
の
影
響
に
よ
っ
て
、
一
部
の
地
域
に
お
い

て
、
水
道
水
の
断
水
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
際
に
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
ご

協
力
と
ご
理
解
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
改
め

て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
に
、
第
五
次
筑
紫
野
市
総
合
計
画
は
、

五
つ
の
政
策
に
沿
っ
て
市
が
行
う
全
て
の
事
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　２月26日、藤田陽三市長は、平成28年第１回市議会定例会において、
平成28年度施政方針を示しました。「施政方針」は、平成28年度の市政
運営の基本的な方向性を示すものです。今号ではその概要を掲載します。
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●
高
齢
者
福
祉
の
充
実

▽
認
知
症
の
早
期
診
断
・
早
期
対
応
に
向
け
、

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
「
認
知
症

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」を
設
置
し
ま
す
。

●
障
害
者
福
祉
の
充
実

▽
全
て
の
人
が
互
い
の
人
格
と
個
性
を
尊
重

し
な
が
ら
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。

●
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
推
進

▽
生
活
保
護
に
至
る
前
の
段
階
の
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
お
り
、
就
労
支
援
な
ど
、
自

立
に
繋
が
る
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

●
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

▽
同
和
問
題
の
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

▽
第
二
次
ち
く
し
の
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

の
推
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
の
連
携
に
よ
る
女
性
の
就
労
支

援
対
策
な
ど
を
行
い
ま
す
。

政
策
４  

共
助
社
会
づ
く
り

　
「
い
き
い
き
と　
元
気
な
協
働
の
ま
ち
」

に
向
け
た
主
な
取
り
組
み

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

▽
「
二
日
市
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」

の
平
成
28
年
度
中
の
開
館
を
目
指
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

▽
区
長
会
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議

会
と
具
体
的
な
協
議
を
進
め
ま
す
。

●
地
域
福
祉
の
推
進

▽
民
生
委
員
や
福
祉
委
員
な
ど
、関
係
団
体
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
と
連
携
し
た
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

●
開
か
れ
た
市
政
の
推
進

▽
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
な
ど
、
積
極
的
な
行
政
情
報
・

地
域
情
報
の
発
信
に
努
め
ま
す
。

▽
「
移
動
市
長
室
」は
、
市
民
の
声
を
直
接
聴

く
場
と
し
て
、継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

政
策
５  

未
来
を
つ
く
る

　
「
す
こ
や
か
に
育
つ
ま
ち
」
に
向
け
た

主
な
取
り
組
み

●
子
育
て
支
援
の
推
進

▽
教
育
・
保
育
の
給
付
窓
口
の
一
元
化
を
行

い
ま
す
。

▽
育
児
休
業
取
得
時
の
継
続
入
所
の
対
象
を

全
年
齢
児
ク
ラ
ス
に
拡
充
し
ま
す
。

▽
子
ど
も
医
療
費
支
給
事
業
を
小
学
生
の
通

院
費
と
中
学
生
の
入
院
費
に
拡
大
し
ま
す
。

●
学
校
教
育
の
充
実

▽
「
総
合
教
育
会
議
」
に
お
い
て
、
教
育
施

策
大
綱
を
策
定
し
ま
す
。

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
全
小
中
学

校
に
導
入
す
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

▽
相
談
体
制
の
充
実
の
た
め
不
登
校
対
策
専

任
指
導
員
と
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
配
置
し
ま
す
。

●
青
少
年
の
健
全
育
成

▽
関
係
機
関
、
団
体
と
の
連
携
を
深
め
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
な
ど
関
係
団
体
と
連
携

し
て
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

●
歴
史
・
文
化
の
継
承
と
振
興

▽
「
立
明
寺
の
タ
ブ
ノ
キ
」
保
存
調
査
や
五

郎
山
古
墳
の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

▽
国
指
定
と
な
っ
た
阿
志
岐
山
城
跡
、
宝
満

山
の
２
つ
の
史
跡
の
活
用
に
つ
い
て
引
き

続
き
検
討
を
進
め
ま
す
。

▽
旧
西
鉄
筑
紫
駅
駅
舎
を
、
戦
争
の
悲
惨
さ

と
平
和
の
尊
さ
を
学
ぶ
場
と
し
て
活
用
し

ま
す
。

●
循
環
型･

低
炭
素
社
会
の
構
築

▽
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
、温
室
効
果
ガ
ス
削
減
、

ご
み
減
量
・
再
資
源
化
に
努
め
ま
す
。

●
生
活
環
境
の
向
上

▽
筑
紫
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い

て
は
、早
期
完
了
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

●
交
通
環
境
の
総
合
的
な
整
備
と
充
実

▽「
筑
紫
野
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」

を
策
定
し
、
地
域
公
共
交
通
を
形
成
す
る

た
め
検
討
を
進
め
ま
す
。

●
市
街
地
の
形
成

▽
「
第
二
次
筑
紫
野
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
は
、
土
地
利
用
の
方
針
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
き
ま
す
。

▽
山
家
地
区
に
お
け
る
産
業
廃
棄
物
処
理
施

設
設
置
計
画
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
そ

の
推
移
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
対
応
を
行
い

ま
す
。

▽
山
神
ダ
ム
上
流
域
の
最
終
処
分
場
に
つ
い

て
は
、
水
質
調
査
を
継
続
し
、
今
後
と
も

環
境
保
全
の
監
視
に
努
め
ま
す
。

▽
上
水
道
、
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
未

整
備
地
区
へ
の
配
水
管
整
備
、
老
朽
管
更

新
に
よ
る
漏
水
防
止
お
よ
び
管
路
の
耐
震

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

▽
公
共
下
水
道
事
業
を
計
画
的
に
推
進
し
、

水
洗
化
の
普
及
促
進
に
努
め
ま
す
。

▽
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
関
係
機
関
と
の
協
議
を
進
め
ま
す
。

橋
梁
に
つ
い
て
は
、
定
期
点
検
を
行
い
、

今
後
と
も
適
切
な
施
設
管
理
、
長
寿
命
化

対
策
を
講
じ
ま
す
。

３月議会定例会で施政方針を述べる藤田市長

建設に着手した二日市東コ
ミュニティセンター

保存施設が完成した旧西鉄筑紫
駅駅舎
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新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
７

月
に
策
定
し
た
「
筑
紫
野
市
庁
舎
建
設
基
本

方
針(

案)

」で
示
し
た
現
在
の
市
庁
舎
の
現
状

や
課
題
、
あ
る
べ
き
庁
舎
の
規
模
、
新
庁
舎

の
位
置
な
ど
を
踏
ま
え
、「
筑
紫
野
市
庁
舎
建

設
基
本
計
画(

案)

」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
は
、
新
庁
舎
の
機
能
や
各
部
署
の

配
置
の
考
え
方
、
概
算
事
業
費
と
財
源
な
ど

を
示
し
て
お
り
、
今
後
の
具
体
的
な
設
計
に

向
け
た
基
本
的
な
指
針
と
な
る
重
要
な
計
画

で
す
。

　

今
回
、
目
指
す
べ
き
市
庁
舎
の
姿
で
あ
る

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
拠
点
、
安
全

安
心
の
防
災
拠
点
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点

と
し
て
市
民
が
集
え
る
将
来
を
見
据
え
た
コ

ン
パ
ク
ト
な
庁
舎
」
の
実
現
に
向
け
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
本
計
画
の
概
要
を
お
知
ら
せ
す

る
と
と
も
に
、
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

 

意
見
を
募
集
し
ま
す

意
見
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
　

(

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト)

●
閲
覧
場
所

▽
市
役
所
本
庁
情
報
公
開
室

▽
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
応
募
資
格

▽
市
内
在
住
、
在
学
、
在
勤
者

▽
市
内
に
事
務
所
な
ど
を
有
す
る
人

▽
市
に
対
し
て
納
税
義
務
を
有
す
る
人 

な
ど

●
意
見
の
募
集
期
間

　

４
月
１
日(

金)

〜
４
月
30
日(

土)

●
意
見
の
提
出
方
法

　
「
氏
名
、住
所
、電
話
番
号
」
を
明
記
の
上
、

持
参
・
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
意
見
の
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
818-

8686(

住
所
記
入
不
要)

　

戦
略
企
画
課
庁
舎
建
設
検
討
担
当

　
FAX(

９
２
３)

１
１
３
４

　

電
子
メ
ー
ル

　

kikaku@
city.chikushino.fukuoka.jp

※ 

匿
名
不
可
。
提
出
さ
れ
た
意
見
に
対
し
て
個

別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。ま
た
、提
出
さ
れ
た
意
見
や

個
人
情
報
は
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

 

市
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

市
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

本
計
画
に
つ
い
て
の
市
民
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▽
い
ず
れ
の
回
も
同
じ
内
容
で
開
催
し
ま
す
。

お
お
む
ね
１
時
間
30
分
程
度
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

▽
住
ん
で
い
る
地
域
に
関
わ
ら
ず
、
ど
の
会

場
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

日時 会場

4 月11日(月)  19時～ 二日市コミュニティセンター大研修室

4月12日(火)  19時～ 筑紫コミュニティセンター大研修室

4月14日(木)  19時～ 山家コミュニティセンター大研修室

4月15日(金)  19時～ 生涯学習センター３階視聴覚室

4月18日(月)  19時～ 筑紫南コミュニティセンター大研修室

4月19日(火)  19時～ 御笠コミュニティセンター大研修室

4月20日(水)  19時～ 山口コミュニティセンター大研修室

筑ち
く

紫し

野の

市し

庁ち
ょ
う

舎し
ゃ

建け
ん

設せ
つ

基き

本ほ
ん

計け
い

画か
く(

案あ
ん)

へ
の
ご
意い

見け
ん

を

お
寄よ

せ
く
だ
さ
い　
　
　
　
　
　
　
　

●
問
い
合
わ
せ
先　

戦
略
企
画
課

特
集
２

これまでの経緯

年度 内容

平成７年度 筑紫野市庁舎建設基金条例制定
⇒制定から平成26年度までに約23.8億円を積立

平成13年度 筑紫野市新庁舎建設基本構想(案)の策定

平成14年度 財政状況により新庁舎建設は見送り

平成19年度 現市庁舎本館等の耐震診断
⇒ ｢地震に対して危険性がある｣

平成23年度 庁舎にかかる市民アンケート
⇒建て替えた方が良い(73.1％)

平成25年度 新庁舎建設の検討を再開

平成26年度 市議会に市庁舎建設調査研究
特別委員会が設置

平成27年度

• 筑紫野市庁舎建設基本方針(案)の策定
• 九州森永乳業跡地を新庁舎建設の最
適地として検討開始

• 新庁舎建設の施設整備手法や事業ス
ケジュールについて、民間事業者へ
の意向調査を実施
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■「市庁舎建設基本計画（案）」の概要

　現在の市庁舎位置での建て替えを含む５ケ所
の候補地で比較検討を行いました。その結果、
用地の現状や都市計画法などの法令上の制限、
パブリック・コメントなどによる市民からの意
見などを踏まえ、新庁舎の位置については九州
森永乳業跡地とします。

　市庁舎は行政サービス、コミュニティの拠点とし
ての役割が求められる一方で、少子高齢化、人口減
少化社会を見据えたコンパクトで市民に親しまれる
庁舎であることが求められます。

　そこで、「住んでよかったまち、住み続けたいまち」
の実現に向けた目指すべき市庁舎の姿を次のとおり
とします。

　新庁舎の建設規模を検討する上で、必要な基礎数値を
以下のとおり設定しています。

項目 基礎数値

想定人口 103,000人(平成37年度)を想定

新庁舎内職員数 472人を想定(嘱託職員などを含む)

議員数 22人

延床面積 14,000㎡で検討

駐車場 498台(来庁者+公用車+職員)を目安

地域コミュニティとの連携拠点、安全安心の防災拠点、行政サービスの

拠点として、市民が集える将来を見据えたコンパクトな庁舎

＊目指すべき市庁舎の姿＊

　敷地内の施設の配置は、「庁舎エリア」、「駐車場エリア」「市民広場エリア」の３つのエリアを設定し、以下の
２つのパターンを基本に検討します。

二日市東
コミュニティ
センター

庁舎エリア 市民広場
エリア

駐車場
エリア

【パターン１】

二日市東
コミュニティ
センター

駐車場
エリア 市民広場

エリア

庁舎エリア

【パターン２】

１新庁舎の位置

３目指すべき市庁舎の姿

２新庁舎の建設規模

「市
し

庁
ちょう

舎
しゃ

建
けん

設
せつ

基
き

本
ほん

計
けい

画
かく

(案
あん

)」の概
がい

要
よう

４施設配置計画
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■「市庁舎建設基本計画（案）」の概要

　現在の市庁舎が抱える多くの課題や問題点を
考慮すると、早期の事業完了が望まれます。し
たがって、新庁舎を整備し、供用開始するまで
のスケジュールは可能な限り早期の完了を目指
すものとし、おおむね平成30年中の完了を想
定しています。

　新庁舎の階層は、それぞれの用途に応じてゾーン設定し、可能な限りコンパクト化を図り、利用しやすく効率
的な動線の確保ができる配置を検討します。

　新庁舎に必要な規模や他自治体の事例、用地費などを
根拠に概算事業費を約88.2億円と試算しています。この
金額は、民間事業者への意向調査を行った結果、おおむ
ね妥当であると考えられます。
　財源については、庁舎建設基金(約23.8億円)や起債の
活用のほか、将来の財政負担の軽減を図るため、その他
の基金の活用も予定します。
　この概算事業費や財源は、新庁舎を建設した場合の実
質公債費比率や将来負担比率などの主要な財政指標を検
証し、財政面への影響を考慮した上で試算しています。
　今後も市有地の売却や補助金の活用などによる財源確
保を図り、財政負担の低減に努めます。

　民間事業者へ意向調査を実施し、従来型の公
共事業方式や民間活用型のＰＦＩ方式、リース
方式などの研究、比較を行い、事業費の低減や
事業期間の短縮などの市にとってメリットのあ
る手法の検討を行いました。
　その結果、効率的に事業を進めることが可能
で事業費の低減にも効果の高い設計と施工を一
括して発注する「ＤＢ方式（デザインビルド方式）」
を採用します。

【高層階】
・議会機能を同一フロアに配置
・各規模の会議室や書庫などの付帯施設
・ 日常的な窓口相談機能を有しない部署を中心とした執務室

【中層階】
・市長室、防災対策本部などの中枢機能
・防災機能や行政機能を担う部署を中心とした執務室
・重要な情報管理など高度なセキュリティを要する施設

【低層階】
・窓口相談機能を中心とした市民の利用頻度の高い部署
・市民交流機能などの市民利用に係る施設
・各種の利用が可能な多目的ホール

【共通事項】
・市民利用や各機能に応じたセキュリティの確保
・市民利用の動線と執務空間の確保
・動線に配慮したエレベーターや階段の配置

【配置に関する基本的な考え方】

高層階

中層階

低層階

市議会ゾーン
会議室群、その他施設

事務室ゾーン

防災対策ゾーン

窓口サービスゾーン
市民交流ゾーン

執
務
空
間

市
民
利
用

　基本計画(案)には、このほかにも市庁舎整備の基
本理念や市民利用への配慮、防災拠点としての役割
のような新庁舎の機能などの今後の設計の指針とな
る内容を示しています。

８スケジュール

５各部署の配置の考え方

７概算事業費と財源６施設整備手法
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給
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

▽
市
役
所
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ(

銀

行
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金
自

動
支
払
機)

の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
「
高
齢
者
向
け
給
付
金
」
の
た
め
に
手
数

料
な
ど
の
振
り
込
み
を
求
め
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

高
齢
者
向
け
給
付
金

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎(

９
２
１)

４
２
０
５

※
９
時
〜
16
時
30
分
、土
・
日
曜
日
、祝
日
除
く
。

※
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
人
で
、
次
の
要

件
に
あ
て
は
ま
る
人
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

●
支
給
要
件

　

平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対

象
者
の
う
ち
、
平
成
28
年
度
中
に
65
歳
以
上

に
な
る
人(

昭
和
27
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人)

が
対
象
で
す
。

　｢高齢者向け給付金(年金生活者等支援臨時福祉
給付金)｣は、対象と思われる人に、３月末以降に
申請書を発送します。
●申請期間
　４月11日(月)～８月12日(金)
●受付時間　9時～16時30分(土・日曜日、祝日除く)
●受付場所　市役所第３別館１階　第15会議室
※郵送の場合は８月12日消印有効
※ 窓口は混雑することが予想されますので、郵送による
手続きにご協力お願いします。

◆
平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対

象
要
件　

平
成
27
年
１
月
１
日
に
筑
紫
野
市

に
住
民
登
録
し
て
お
り
、
平
成
27
年
度
市
民

税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人
。

　

な
お
、
次
に
該
当
す
る
人
は
除
き
ま
す
。

▽
平
成
27
年
度
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

人
か
ら
扶
養
さ
れ
て
い
る
人

▽
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

　

平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
受

付
期
間
は
終
了
し
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
支
給
金
額　

対
象
者
１
人
に
つ
き
３
万
円

●
申
請
方
法

　

次
の
書
類
を
市
役
所
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▽
必
要
事
項
を
記
入
し
た
申
請
書

▽
添
付
書
類

①
本
人
確
認
書
類(

運
転
免
許
証
、
健
康
保

険
証
等
の
写
し)

②
指
定
し
た
給
付
金
の
受
取
口
座
が
確
認
で

き
る
書
類(

通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

の
写
し)

※
平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
振
込
口

座
と
同
じ
で
あ
れ
ば
②
は
省
略
可
。

■市役所からのお知らせ

年ね
ん

金き
ん

生せ
い

活か
つ

者し
ゃ

等と
う

支し

援え
ん

臨り
ん

時じ

福ふ
く

祉し

給き
ゅ
う

付ふ

金き
ん

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

向む

け
給き

ゅ
う

付ふ

金き
ん

の
受う

け

付つ
け

を
開か

い

始し

し
ま
す

●高齢者向けの給付金フローチャート

昭和27年４月１日以前に
生まれましたか？

平成27年度分の市民税は
課税されていますか？ 対象外

対象外

対象外

平成27年度分の市民税が
課税されている人に扶養
されていますか？

生活保護を受けていますか？

高齢者向け給付金の支給
対象となる可能性があり
ます。

課税されている

はい いいえ

課税されていない

扶養されている

扶養されていない

はい

いいえ

　例えば、以下の人は市民税が課税さ
れています。

• 市民税が給与天引されている人で「平
成27年度給与所得等に係る市民税・
県民税特別徴収税額の決定通知書」
に特別徴収税額が記載されている人

• 平成27年６月中旬以降に「平成27
年度市民税・県民税納税通知書」が
届いた人

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
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入
院
時
の
食
事
療
養
費
の
食
事
療
養
標
準

負
担
額
お
よ
び
入
院
時
生
活
療
養
費
の
生
活

療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
、
入
院
と
在
宅

療
養
の
負
担
の
公
平
を
図
る
観
点
か
ら
、
平

成
28
年
４
月
１
日
か
ら
変
更
に
な
り
ま
す
。

●
変
更
対
象
者

　

一
般
所
得
者

(

指
定
難
病
患
者
等
お
よ
び
平
成
28
年
４
月
時

点
で
１
年
を
超
え
て
精
神
病
床
に
入
院
し
て

い
る
患
者
は
除
く
。)

●
変
更
内
容

　

１
食
あ
た
り
２
６
０
円
か
ら
３
６
０
円
に

変
更

●
問
い
合
わ
せ
先　

国
保
年
金
課

「
介か

い

護ご

保ほ

険け
ん

運う
ん

営え
い

協き
ょ
う

議ぎ

会か
い

委い

員い
ん

」

「
地ち

域い
き

包ほ
う

括か
つ

支し

援え
ん

セ
ン
タ
ー
運う

ん

営え
い

等と
う

協き
ょ
う

議ぎ

会か
い

委い

員い
ん

」 

市し

民み
ん

代だ
い

表ひ
ょ
う

を

募ぼ

集し
ゅ
う

し
ま
す

●
筑
紫
野
市
介
護
保
険
運
営
協
議
会
と
は

　

介
護
保
険
に
関
す
る
施
策
が
、
円
滑
・
適

正
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
設
置
す
る
も
の
で

す
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
関
係
者
、
学
識

者
、公
募
に
よ
る
市
民
な
ど
で
構
成
し
ま
す
。

● 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
等
協
議
会

と
は

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
円
滑
・
適
切

な
運
営
の
た
め
、
必
要
な
事
項
や
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
・
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
事
項
を
審
議
す
る
た
め
に
設

置
す
る
も
の
で
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
関
係

者
、
地
域
福
祉
関
係
者
、
学
識
者
、
公
募
に

よ
る
市
民
な
ど
で
構
成
し
ま
す
。

●
応
募
資
格

•
市
内
在
住
の
満
40
歳
以
上
の
人

•
各
協
議
会(

年
２
〜
４
回
程
度
開
催(

昼
間

開
催)

を
予
定)

に
出
席
で
き
る
人

•
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
に
勤
務
し
て

い
な
い
人

•
市
職
員
で
な
い
人

●
募
集
人
数

▽
介
護
保
険
運
営
協
議
会　

３
人　

▽
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
等
協
議
会　

２
人

●
任
期　

各
３
年

●
審
議
内
容

▽
介
護
保
険
運
営
協
議
会

•
介
護
保
険
事
業
の
進
行
管
理
や
評
価
に
関

す
る
こ
と

•
老
人
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の

策
定
に
関
す
る
こ
と
な
ど

▽
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
等
協
議
会

•
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、運
営
、

職
員
の
確
保
に
関
す
る
こ
と

•
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
者
の
指

定
、
指
定
基
準
お
よ
び
介
護
報
酬
の
設
定

に
関
す
る
こ
と

●
応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
、「
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
応
募
の
動
機
、
希

望
す
る
協
議
会
名(

「
介
護
保
険
運
営
協
議
会
」

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
等
協
議
会
」

の
ど
ち
ら
か
を
希
望
す
る
の
か
、
ま
た
は
両

方
希
望
す
る
の
か
を
明
記)

」
を
記
入
の
上
、

申
し
込
み
。

●
応
募
期
限　

４
月
15
日(

金)

消
印
有
効

●
選
考
方
法

　

応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。
な
お
、
同
時
に
２
つ
の
協
議
会
の
委
員

に
な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
報
酬　

市
の
規
定
に
よ
り
、
報
酬
、
費
用

弁
償
を
支
払
い
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
818-

8686(

住
所
記
入
不
要)

　

高
齢
者
支
援
課

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

国こ
く

民み
ん

健け
ん

康こ
う

保ほ

険け
ん

お
よ
び
後こ

う

期き

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

医い

療り
ょ
う

制せ
い

度ど

加か

入に
ゅ
う

者し
ゃ

の
入に

ゅ
う

院い
ん

時じ

の
食し

ょ
く

事じ

代だ
い

が
変へ

ん

更こ
う

に
な
り
ま
す

●改正前(平成28年３月31日まで)

一般所得者(下記以外の人)

住民税非課税世帯
および

低所得者Ⅱ

過去12カ月で
90日までの入院 210円

過去12カ月で
90日を超える入院 160円

低所得者Ⅰ 100円

260円

●改正後(平成28年４月１日から)

210円

160円

100円

360円
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■市役所からのお知らせ

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

もない人
ひと

も
共
とも

に生
い

きる社
しゃ

会
かい

　１
４月から障害者差別解消法が施行

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
は
、
障

害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

共
に
生
活
の
し
や
す
い
社
会
を
実
現
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
法
律
は
行
政
機
関
や
事
業
者
を
対

象
と
し
た
も
の
で
す
が
、
差
別
を
な
く
し

て
い
く
こ
と
は
全
て
の
人
に
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
障
害
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
障
害
を
理
由
と

し
た
不
当
な
取
扱
い
を
し
て
い
な
い
か
、

合
理
的
な
配
慮
が
欠
け
て
い
な
い
か
な
ど

関
心
を
も
つ
こ
と
で
、
障
害
の
あ
る
人
だ

け
で
な
く
全
て
の
市
民
に
と
っ
て
も
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
と
な
る
よ
う
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止

　

障
害
を
理
由
と
し
て
、
正
当
な
理
由
な

く
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否
し
た
り
、

制
限
し
た
り
、
条
件
を
つ
け
た
り
す
る
よ

う
な
行
為
を
い
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
車
い
す
を
利
用
し
て
い
る
こ

と
を
理
由
に
入
店
を
拒
否
す
る
な
ど
で
す
。

●
合
理
的
配
慮

　

障
害
の
あ
る
人
か
ら
何
ら
か
の
配
慮
を

求
め
る
意
思
の
表
明
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

負
担
に
な
り
過
ぎ
な
い
範
囲
で
配
慮
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
耳
の
不
自
由
な
人
に
対
し
て

筆
談
で
対
応
し
た
り
、
目
の
不
自
由
な
人

に
対
し
て
文
章
を
読
み
上
げ
た
り
と
い
っ

た
配
慮
で
す
。

で
す
。

●問い合わせ先
生活福祉課 障害者福祉担当
▽☎(９２３)１１１１
▽ FAX (９２３)５２３０
▽電子メール
　fukushi@city.chikushino.
　fukuoka.jp

　

市
で
は
、
平
成
28
年
度
〜
平
成
31
年
度
を

計
画
期
間
と
す
る
第
二
次
筑
紫
野
市
財
政
計

画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

財
政
計
画
と
は
、
近
年
の
決
算
状
況
や
個

別
事
業
の
計
画
な
ど
か
ら
財
政
状
況
を
推
計

し
、
今
後
の
予
算
編
成
や
財
政
運
営
の
指
針

と
し
て
活
用
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
財
政
計
画
検
討
委
員
会
や
外
部

有
識
者
に
よ
る
検
討
を
重
ね
て
来
ま
し
た
が
、

計
画
の
内
容
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
市
民
の
皆

さ
ん
の
幅
広
い
ご
意
見
を
お
聴
き
す
る
た
め

に
、
次
の
と
お
り
第
二
次
筑
紫
野
市
財
政
計

画(

案)

を
公
表
し
、
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

●
閲
覧
場
所

　

▽
市
役
所
本
庁　

情
報
公
開
室

　

▽
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
応
募
資
格

　

▽
市
内
在
住
、
在
学
、
在
勤
者

　

▽
市
内
に
事
務
所
な
ど
を
有
す
る
人

　

▽
市
に
対
し
て
納
税
義
務
を
有
す
る
人

　

な
ど

●
意
見
の
募
集
期
間

　

４
月
１
日(

金)

〜
４
月
30
日(

土)

※
施
設
休
館
日
な
ど
を
除
き
ま
す
。

●
意
見
の
提
出
方
法

　
「
氏
名
、住
所
、電
話
番
号
」
を
明
記
の
上
、

持
参
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
意
見
の
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

財
政
課　

財
政
担
当

▽
〒
818-

8686(

住
所
記
入
不
要)

▽
FAX(

９
２
３)

１
２
０
８

▽
電
子
メ
ー
ル

　

zaisei@
city.chikushino.fukuoka.jp

※
匿
名
不
可
。
匿
名
で
提
出
さ
れ
た
意
見
に

対
し
て
個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
提
出
さ
れ
た
意
見
や
個
人
情
報
は
目
的
以

外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

◎
詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

財
政
課　

財
政
担
当

第だ
い

二
次じ

筑ち
く

紫し

野の

市し

財ざ
い

政せ
い

計け
い

画か
く(

案あ
ん)

へ
の
意い

見け
ん(

パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト)

を
募ぼ

集し
ゅ
うし

ま
す
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国こ
く

民み
ん

年ね
ん

金き
ん

の
保ほ

険け
ん

料り
ょ
う

が
変か

わ
り

ま
す

●
平
成
28
年
度(
平
成
28
年
４
月
〜
29
年
３
月)

の
国
民
年
金
保
険
料

　

月
額
１
万
６
２
６
０
円

　

前
も
っ
て
ま
と
め
て
納
め
る
と
保
険
料
が

割
引
さ
れ
る
「
前
納
」や「
口
座
振
替
」、「
ク

レ
ジ
ッ
ト
納
付
」
と
い
っ
た
納
付
方
法
も
あ

り
ま
す
。
保
険
料
の
割
引
額
な
ど
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ
先

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０(

0
5)

１
１
６
５

　

(

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル)

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
か
け
る
場
合

は
、
☎
0
3(

６
７
０
０)

１
１
６
５

平
成
28
年
度
学が

く

生せ
い

納の
う

付ふ

特と
く

例れ
い

の

受う
け

付つ
け

が
始は

じ

ま
り
ま
す

　

平
成
27
年
度
中
に
学
生
納
付
特
例
の
承
認

を
受
け
て
い
た
人
も
、
年
度
ご
と
に
毎
年
申

請
が
必
要
で
す
。

　

平
成
28
年
度
分(

平
成
28
年
４
月
〜
29
年
３

月)

の
申
請
は
、４
月
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の(

本
人
が
手
続
き
す
る

場
合)

　

▽
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明

　

▽
本
人
確
認
書
類

　

▽
印
鑑

※
前
年
の
所
得
に
よ
っ
て
は
離
職
票
な
ど
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

国
保
年
金
課
医
療
年
金
担
当

「
筑ち

く

紫し

野の

市し

事じ

務む

事じ

業ぎ
ょ
う

外が
い

部ぶ

評ひ
ょ
う

価か

委い

員い
ん

会か
い

の
市し

民み
ん

委い

員い
ん

」募ぼ

集し
ゅ
う

　

市
が
実
施
す
る
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
目

的
の
妥
当
性
、
有
効
性
お
よ
び
効
率
性
な
ど

を
外
部
の
第
三
者
に
よ
り
審
議
す
る
「
筑
紫

野
市
事
務
事
業
外
部
評
価
委
員
会
」
の
市
民

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人
。

①
市
内
在
住
の
人

②
委
員
会
に
出
席
で
き
る
人

③
市
政
に
つ
い
て
、
熱
意
と
関
心
が
あ
る
人

※
す
で
に
３
つ
以
上
の
市
の
附
属
機
関(

審
議

会
、
委
員
会
、
審
査
会
な
ど)

の
委
員
と
し

て
、
就
任
し
て
い
る
人
は
応
募
で
き
ま
せ

ん
。

●
任
期　

２
年

※
委
員
会
は
、
８
月
〜
12
月
頃
ま
で
の
月
〜

金
曜
日
で
９
時
〜
17
時(

予
定)

の
会
議
を

４
回
程
度
開
催
す
る
予
定
で
す
。

●
募
集
人
員　
３
人(

男
性
１
人
、女
性
１
人
、

男
女
問
わ
ず
次
点
の
人
１
人)

●
応
募
方
法　
小
論
文(

未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
応
募
作
品
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。)

と
と
も
に
、「
住
所
、
氏
名(

ふ
り
が
な)

、
性

別
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
」
を
明
記
し
て

郵
送
、
直
接
持
参
、
電
子
メ
ー
ル
い
ず
れ
か

の
方
法
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
す

で
に
市
の
附
属
機
関
な
ど
の
委
員
に
就
任
し

て
い
る
人
は
、
そ
の
附
属
機
関
名
も
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

●
小
論
文　
「
人
口
減
少
社
会
に
向
け
た
こ
れ

か
ら
の
筑
紫
野
市
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚
程
度
。

●
募
集
期
間　

４
月
１
日(

金)

〜
４
月
20
日

(

水)

、
17
時
必
着

●
委
員
選
任
の
た
め
の
審
査　

小
論
文
を
選

考
委
員
会
で
審
査
し
、
委
員
の
選
任
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
応
募
者
全
員
に
審
査
結
果
を

通
知
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
818-

8686(

住
所
記
入
不
要)

　

戦
略
企
画
課　

戦
略
企
画
担
当

▽
電
子
メ
ー
ル

kikaku@
city.chikushino.fukuoka.jp

土と

地ち

家か

屋お
く

等と
う

縦じ
ゅ
う

覧ら
ん

簿ぼ

の
縦じ

ゅ
う

覧ら
ん

を

行お
こ
な

い
ま
す

　

市
が
課
税
し
て
い
る
全
て
の
土
地
ま
た
は

家
屋
の
評
価
額
な
ど
を
記
載
し
た
縦
覧
帳
簿

を
所
有
す
る
物
件
に
応
じ
て
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
償
却
資
産
に
つ
い
て
は

縦
覧
の
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
日
時　

４
月
１
日(

金)

〜
５
月
２
日(

月)

、

８
時
30
分
〜
17
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。

●
場
所　

税
務
課
固
定
資
産
税
担
当
窓
口

●
縦
覧
で
き
る
人　

納
税
義
務
者
本
人
ま
た

は
委
任
を
受
け
た
代
理
人

●
縦
覧
に
必
要
な
も
の

•
縦
覧
す
る
人
の
官
公
署
な
ど
が
発
行
し
た

本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
面 (

運
転
免

許
証
、
健
康
保
険
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど)

•
代
理
人
の
場
合
は
納
税
義
務
者
か
ら
の
委

任
状

•
納
税
義
務
者
が
法
人
の
場
合
は
法
人
の
代

表
者
印
を
押
印
し
た
委
任
状

※
固
定
資
産
課
税
台
帳(

名
寄
帳)

の
閲
覧
に

つ
い
て
は
、
本
人
資
産
に
関
わ
る
部
分
に

限
り
常
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
固
定
資
産
税
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
る
評
価
な
ど
の
税
の
諸
証
明
は
、

４
月
１
日(

金)

か
ら
発
行
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

納
税
通
知
書
は
、４
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

●
平
成
28
年
度
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

の
納
期
限

　

▽
第
１
期　

５
月
２
日(

月)

　

▽
第
２
期　

８
月
１
日(

月)

　

▽
第
３
期　

９
月
30
日(

金)

　

▽
第
４
期　

12
月
26
日(

月)

●
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課 

固
定
資
産
税
担

当

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
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■市役所からのお知らせ

　より一層市民サービスを向上し、行政課題に
的確に対応するため、平成28年４月１日から
市の組織機構の見直しを行いました。
　主な変更箇所は次のとおりです。
●問い合わせ先　人事課 行政管理担当

市
し

の組
そ

織
し き

機
き

構
こ う

の見
み

直
な お

しを
行
おこな

いました
●業務の変更箇所
【主な改編内容】
○地域交通施策を安全安心課から戦略企画課に移管します。
○ 幼稚園就園奨励費や子ども・子育て支援新制度などの就
学前の子どもに関する業務を学校教育課から子育て支援
課に移管します。
○ 学童保育に関する業務を学校教育課と教育政策課(教務課)
に移管します。

企画政策部 戦略企画課
戦略企画担当

情報政策担当
戦略企画課

戦略企画担当
情報政策担当
庁舎建設検討担当 (新設)

建設部 都市計画課
計画担当

土地利用担当
都市計画課 計画担当

市民生活部

○男女共同参画推進課を総務部から市民生活部へ移管します。

市民課
受付担当

整備担当
市民課

男女共同参画推進課

市民担当

推進担当

総務部

○コミュニティ制度の所管を市民生活部から総務部へ移管します。
○情報公開室を総務課事務室に移動します。

安全安心課 交通防災担当 安全安心課

市民協働推進課

防災・防犯担当

地域コミュニティ担当

教育部

○教務課を教育政策課に変更します。
○ 現行の文化振興担当と図書館担当を再編して「文化振興・図書館担当」、「博物館・史跡整備担当」
とします。

○スポーツ振興課を生涯学習課スポーツ振興担当にします。
○文化財事務所を歴史博物館に移動します。

教務課
庶務担当
人権・同和教育担当

教育政策課
庶務担当
人権・同和教育担当

生涯学習課

スポーツ振興課

生涯学習総務担当
生涯学習推進・青少年担当
スポーツ振興担当

生涯学習課
生涯学習総務担当
生涯学習推進・青少年担当
スポーツ振興担当

文化情報発信課
文化振興担当
図書館担当
文化財担当

文化情報発信課
文化振興・図書館担当
博物館・史跡整備担当
文化財担当

環境経済部 環境課
環境保全担当

廃棄物担当
環境課 環境保全・廃棄物担当

平成28年３月31日まで 平成28年４月１日から
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市し

税ぜ
い

等と
う

の
納の

う

付ふ

が
困こ

ん

難な
ん

な
場ば

合あ
い

は

ご
相そ

う

談だ
ん

く
だ
さ
い

　

市
税
等
は
、
各
納
期
限
ま
で
に
自
主
的
に

納
付
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
が
、
や
む
を

得
な
い
事
情
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

収
納
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
猶
予
制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、

市
税
等
を
一
度
に
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

事
業
の
継
続
ま
た
は
生
活
の
維
持
を
困
難
に

す
る
恐
れ
が
あ
る
な
ど
の
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
と
き
は
、
申
請
に
よ
り
原
則
と
し
て

１
年
以
内
の
期
間
に
限
り
、
納
付
額
を
分
割

す
る
な
ど
の
緩
和
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

猶
予
が
認
め
ら
れ
る
と
、
猶
予
期
間
中
の

延
滞
金
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
、

ま
た
、
財
産
の
差
し
押
さ
え
や
換
価
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。
申
請
に
当
た
っ
て
は
、
申
請
書

の
ほ
か
、
収
入
・
支
出
、
財
産
状
況
を
明
ら

か
に
す
る
書
類
の
提
出
が
必
要
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
収
納
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

収
納
課

税ぜ
い

証し
ょ
う

明め
い

の
申し

ん

請せ
い

時じ

に
、本ほ

ん

人に
ん

確か
く

認に
ん

を
行お

こ
な

い
ま
す

　

平
成
28
年
か
ら
税
証
明(

所
得
証
明
、評
価

証
明
、納
税
証
明
な
ど)

を
申
請
す
る
と
き
に
、

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
で
本
人
確

認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
人
に
な
り
す
ま
し
た
第
三
者
に
よ
る
虚

偽
の
申
請
を
防
止
し
、
大
切
な
個
人
情
報
を

守
る
た
め
で
す
。
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
に
伴
い
申
請
書
へ
の
押
印
は

廃
止
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
・
収
納
課

就し
ゅ
う

学が
く

援え
ん

助じ
ょ

の
申し

ん

請せ
い

手て

続つ
づ

き

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
義
務
教
育
へ
の
就
学

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
・
生
徒
の
保
護

者
に
対
し
、
学
用
品
費
や
給
食
費
な
ど
の
援

助
を
行
う
就
学
援
助
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
受
付
期
間　

受
付
は
４
月
１
日(

金)

か
ら

随
時
行
い
ま
す
。
認
定
・
支
給
は
申
請
さ
れ

た
月(

前
住
所
地
と
の
重
複
支
給
は
あ
り
ま
せ

ん)

か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日(

金)

ま
で
で
す
。

５
月
末
日
ま
で
に
申
請
し
た
人
は
４
月
分
か

ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

●
受
付
場
所　

市
立
小
中
学
校
、
市
学
校
教

育
課

●
対
象

①
生
活
保
護
の
停
止
、
廃
止
を
受
け
て
１
年

以
内
の
世
帯

②
市
民
税
が
非
課
税
と
さ
れ
、
ま
た
は
減
免

の
適
用
を
受
け
て
い
る
世
帯

③
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
世

帯
④
平
成
27
年
度
市
民
税
所
得
割
額
が
、
認
定

基
準
額
以
下
の
世
帯

●
認
定
基
準
額

　

平
成
27
年
度
市
民
税
額(

所
得
割
額)

が

　

15
歳
以
下
の
子
ど
も
２
人
ま
で
の
世
帯
…

９
万
７
２
０
０
円
以
下

　

以
降
、
子
ど
も
が
１
人
増
え
る
ご
と
に
、

調
整
額
２
万
１
３
０
０
円
を
加
算

※
６
月
１
日
以
降
に
申
請
し
た
人
は
、平
成
28
年

度
市
民
税
所
得
割
額
に
よ
り
認
定
し
ま
す
。

※
就
学
援
助
の
早
期
受
付
に
申
請
し
た
世
帯

に
つ
い
て
は
再
度
申
請
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
学
校

教
育
」
↓
「
就
学
援
助
」

●
問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教
育
課

住じ
ゅ
う

宅た
く

用よ
う

エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
導ど

う

入に
ゅ
う

促そ
く

進し
ん

事じ

業ぎ
ょ
う

を
実じ

っ

施し

し
ま
す

　

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
住
宅
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
設
置
し
よ
う
と
す
る

人
を
対
象
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
補
助
金
の
額

▽
住
宅
用
太
陽
光
発
電(

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム)

　

１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
２
万
５
千
円(

最
高

10
万
円)

▽
民
生
用
燃
料
電
池(

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム)

　

一
律
10
万
円

●
補
助
対
象
者

▽
住
ん
で
い
る
自
宅
や
、
ま
た
は
住
も
う
と

し
て
い
る
住
宅(

店
舗
な
ど
と
の
併
用
住
宅

を
含
む)

に
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
よ
う
と
す

る
市
民

▽
市
内
事
業
者(

市
内
の
事
業
所
、市
内
に
住

所
が
あ
る
個
人
事
業
主)

と
工
事
請
負
契
約

を
締
結
し
て
設
置
す
る
人

▽
同
じ
住
宅
へ
の
対
象
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に

お
い
て
補
助
金
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人

▽
住
宅
用
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、
電
力

会
社
と
電
力
需
給
契
約
を
締
結
し
て
設
置

す
る
人

▽
世
帯
全
員
の
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

○
暴
力
団
員
な
ど
と
密
接
な
関
係
を
有
し
な

い
人

●
注
意
事
項

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電(

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム)

・
民
生
用
燃
料
電
池(

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム)

と

も
に

▽
工
事
着
工
前
の
事
前
申
請
で
あ
る
こ
と
。

▽
実
績
報
告
書
を
２
月
末
日
ま
で
に
提
出
す

る
こ
と
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
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■市役所からのお知らせ

生い
け

垣が
き

推す
い

進し
ん

協き
ょ
う

力り
ょ
く

補ほ

助じ
ょ

金き
ん

を
交こ

う

付ふ

し
ま
す

　

生
垣
を
新
た
に
設
置
す
る
人
に
、
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
生
垣　

生
垣
の
長
さ
３
ｍ
以

上(

１
ｍ
に
つ
き
２
本
以
上
列
植
・
樹
木
の
高

さ
１
ｍ
以
上)

●
対
象　

市
内
に
住
宅
用
地
を
所
有
し
、
新

た
に
生
垣
を
設
置
す
る
人　

※
過
去
に
交
付
を
受
け
た
人
や
生
垣
の
や
り

直
し
、
補
修
な
ど
は
対
象
外
。

※
生
垣
の
設
置
場
所
な
ど
に
は
基
準
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
生
垣
の
長
さ
・
補
助
金
額

▽
３
ｍ
以
上
４
ｍ
未
満
・
２
万
円

▽
４
ｍ
以
上
、
３
ｍ
か
ら
１
ｍ
増
す
ご
と
に

２
千
円
を
加
算(

上
限
５
万
円)

※
生
垣
を
設
置
す
る
前
に
市
へ
の
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

●
受
付
開
始
日　

４
月
１
日(

金)

●
注
意
事
項

▽
生
垣
設
置
後
、
職
員
が
確
認
し
補
助
金
の

額
を
確
定
し
ま
す
。

▽
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
場
合
は
、
遵
守

事
項
が
あ
り
ま
す
。

▽
予
算
の
範
囲
で
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

　

他
に
も
交
付
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
内

容
、申
請
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

ま
た
は
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課
計
画
担
当

浄じ
ょ
う

化か

槽そ
う

設せ
っ

置ち

費ひ

用よ
う

の
一い

ち

部ぶ

を
補ほ

助じ
ょ

し
ま
す

　

生
活
排
水(

台
所
・
洗
濯
機
・
風
呂
場
な
ど

か
ら
排
出
さ
れ
る
水)

に
よ
る
水
質
汚
濁
を
防

止
す
る
た
め
、
浄
化
槽
設
置
費
用
の
一
部
を

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

●
対
象

　

専
用
住
宅
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し

よ
う
と
す
る
人
。
単
独
処
理
浄
化
槽(

し
尿
の

み
処
理)

か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽(

し
尿
と
雑

排
水
を
処
理)

へ
の
切
替
え
を
含
む
。

た
だ
し
、次
の
区
域
へ
の
設
置
を
除
き
ま
す
。

○
公
共
下
水
道
の
認
可
区
域

○
地
域
し
尿
処
理
施
設
の
処
理
区
域

○
大
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
処
理
区
域

○
農
業
集
落
排
水
施
設
処
理
区
域

●
補
助
金
額

人
槽
区
分
・
補
助
限
度
額

▽
５
人
槽
・
32
万
２
千
円

▽
６
〜
７
人
槽
・
41
万
４
千
円

▽
８
〜
10
人
槽
・
54
万
８
千
円

●
申
請
期
間

　

４
月
１
日(

金)

〜
12
月
28
日(

水)

●
設
置
や
維
持
管
理
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

先
　

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所 

地
域
環
境
課

☎(

５
１
３)

５
６
１
１

●
補
助
金
申
請
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

市
環
境
課
☎(

９
２
３)

１
１
１
１

　マイナンバーが必要な申請の手続きでは、成りすましなどの不正行為を防止するために、
「マイナンバーを確認できる書類」と、「本人を確認できる書類」が必要になります。

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

●問い合わせ先　戦略企画課

窓
まど

口
ぐち

でマイナンバー(個
こ

人
じん

番
ばん

号
ごう

)と
本
ほん

人
にん

を確
かく

認
にん

しています

マイナンバーカード
(個人番号カード)を
持っている場合

マイナンバーの確認と本人の
確認がカード１枚で可能です。

マイナンバーカードを持っていない場合
次の書類(①と②)で、マイナンバーの確認と本人の確認を行います。

①マイナンバーの確認
•通知カード
•マイナンバーが記載された住民票など

②本人の確認
•運転免許証
•パスポートなど

※顔写真がない書類の場合は２点必要になります(健康保険証や年金手帳など)

＋
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●
開
催
日
時　

５
月
〜
平
成
29
年
３
月
の
原

則
第
３
水
曜
日
、13
時
30
分
〜(

２
時
間
程
度)

●
主
な
開
催
場
所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３

階　

学
習
室
６

●
募
集
人
数　

若
干
名
※
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選

●
応
募
期
限　

４
月
15
日(

金)

ま
で

●
会
費　

年
間
１
０
０
０
円

●
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
「
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
」
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
「
ま
ち
を
見
つ
め
よ

う
学
級
申
し
込
み
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

▽
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎(

９
２
３)

１
１
１
１
／
FAX(

９
２
３)

２
０
３
９

▽
生
涯
学
習
課 

推
進
担
当

☎(

９
１
８)

３
５
３
５
／
FAX(

９
２
３)

０
４
１
６館外学習のようす

「
筑ち

く

紫し

野の

市し

市し

民み
ん

便べ
ん

利り

帳ち
ょ
う

」 

を

官か
ん

民み
ん

協き
ょ
う

働ど
う

で
発は

っ

行こ
う

し
ま
す

　

市
で
は
、
市
民
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
行
政

情
報
や
地
域
情
報
を
ま
と
め
た
「
筑
紫
野
市

市
民
便
利
帳
」
を
「
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
」
と
共
同
で
発
行
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
官
民
協
働
に
よ
る
、
市
の
財

政
負
担
を
伴
わ
な
い
取
り
組
み
で
す
。

　

合
計
４
万
７
０
０
０
部
を
発
行
し
、
８
月

ご
ろ
に
市
内
の
全
世
帯
に
無
料
で
配
布
す
る

予
定
で
す
。

●
掲
載
す
る
広
告
募
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
「
筑
紫
野
市
市
民
便
利
帳
」の
発
行
・
配
布

に
必
要
な
費
用
は
、「
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
」
が
市
内
の
事
業
所
な
ど
か
ら
募
集
す
る

広
告
の
掲
載
料
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

　
「
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
」の
営
業
担
当

者
が
、
事
業
所
な
ど
を
訪
問
し
、
紙
面
に
掲

載
す
る
広
告
掲
載
の
募
集
に
伺
い
ま
す
。
事

業
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
は
、
直
接
「
株
式
会
社
サ
イ

ネ
ッ
ク
ス
」
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
広
告
の
掲
載
に
当
た
っ
て
は
、
市
の
広
告

掲
載
取
扱
要
綱
、
掲
載
指
針
に
基
づ
い
た
審

査
が
あ
り
ま
す
。

※
広
告
掲
載
料
の
先
払
い
請
求
は
一
切
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
広
告
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
福
岡
支
店

　

☎(

４
７
２)

２
２
１
７

●
便
利
帳
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

市
秘
書
広
報
課
☎(

９
２
３)

１
１
１
１

「
ま
ち
を
見み

つ
め
よ
う
学が

っ

級き
ゅ
う

」

学が
っ

級き
ゅ
う

生せ
い

募ぼ

集し
ゅ
う

〜
「
ま
ち
の
こ
と
」
を
も
っ
と
振
り
返
ろ
う
、

考
え
よ
う
〜

　

私
た
ち
の
身
近
な
日
常
生
活
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
ま
ち
の
行
政
や
選
挙
と
深
く
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
私
た
ち
の
「
ま
ち
の
こ
と
」
に
つ
い
て

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？ 

学
習
内
容
は
学
級
の

中
で
年
間
計
画
を
立
て
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
平
成
27
年
度
の
学
習
実
績
】

５
月　

開
級
式
、
講
話

６
月　
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
」

７
月　

館
外
学
習
「
宗
像
市
」

８
月

 

県
政
出
前
講
座
「
個
人
情
報
の
保
護

制
度
」

９
月　

館
外
学
習
「
大
宰
府
史
跡
」

10
月　

市
議
と
の
懇
談

11
月

 

館
外
学
習
「
筑
紫
女
学
園
大
学
学
生

と
情
報
交
換
会
」

12
月　

筑
紫
地
区
政
治
学
級
生
社
会
見
学

１
月　

筑
紫
地
区
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

２
月　
「
第
五
次
筑
紫
野
市
総
合
計
画
に
つ
い
て
」

３
月　

閉
級
式(

年
間
反
省
会)

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

～立川生志“ふるさと応援”落語会～
■日時　７月３日(日)14時開演(13時30分開場)
■場所　筑紫野市文化会館 大ホール
＊チケットの詳細は、文化会館情報誌「トピック」　
　４．５月号(vol.102)でお知らせします。

前号に引き続き、出演予定の芸人さんを紹介！
　生志師匠が東京から選りすぐりの芸人さんたちを
連れて来ます。今回は、テツand トモ さんです。

■問い合わせ先　筑紫野市文化会館☎(９２５)４３２１

第十回ちくしの第十回ちくしの寄寄
よよ

席席
せせ

　　感感
かんか ん

謝謝
しゃし ゃ

祭祭
さいさ い

テツand トモ

中本 哲也(写真左)
滋賀県出身
石澤 智幸(写真右)
山形県出身
'98 ２月
テツandトモ結成。
'03 ｢なんでだろう
～｣ で新語・流行語
大賞受賞
【特技】２人とも
 けん玉５級の腕前。
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■市役所からのお知らせ

性
別
役
割
・・・
!?

 

そ
の
だ 

ひ
さ
こ

（つなぐⅡ）

　

い
つ
頃
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。
女

(

女
性
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
あ
え
て

「
女
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る)

が
差

別
さ
れ
る
側
の
性
に
転
落
し
た
の

は
？ 

女
は
「
産
む
」
生
理
機
能
を

も
っ
て
い
る
。
生
命
が
誕
生
し
た

〝
海
〞
を
こ
っ
そ
り
胎
内
に
秘
め
て

人
は
、
女
は
、
陸
に
あ
が
っ
た
。

そ
の
小
さ
な
小
さ
な
海
・
羊
水
の

な
か
で
受
精
し
た
命
は
育
つ
。
産

み
月
近
く
、
さ
す
が
に
自
分
が
重

く
、
い
ば
っ
た
横
綱
み
た
い
に
後

ろ
に
そ
っ
て
歩
く
。
産
後
は「
物
」

で
は
な
く
、〝
命
〞が
自
分
の
お
腹

の
中
か
ら
現
れ
で
て
く
る
と
い
う

一
大
イ
ベ
ン
ト
後
の
疲
労
や
子
宮

の
収
縮
の
痛
み
な
ど
で
、
す
ぐ
に

は
動
け
な
い
。
そ
し
て
、
し
ば
ら

く
は
四
六
時
中
授
乳
し
て
い
る
。

　

太
古
の
昔
か
ら
ど
ん
な
に
時
が

経
て
も
こ
の
生
理
的
な
現
象
そ
の

も
の
は
変
わ
ら
な
い
。
だ
が
、
ど

う
考
え
て
も
「
子
産
み
」
の
生
理

的
現
象
は
生
産
と
労
働
の
地
平
だ

け
か
ら
見
る
と
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。

や
が
て
長
い
時
を
経
て
、
文
明
社

会
の
な
か
で
女
は
産
む
生
理
に
閉

ざ
さ
れ
、
押
し
よ
せ
る
良
妻
賢
母

の
風
潮
の
な
か
で
自
分
も
内
側
か

ら
そ
れ
を
演
じ
つ
づ
け
、
気
づ
け

ば
「
産
む
機
械
」
に
ま
で
お
と
し

め
ら
れ
て
き
た
。

　

国
際
連
合
は
１
９
８
０
年
に「
女

子
差
別
撤
廃
条
約
」を
採
択
。そ
ん

な
世
界
の
波
の
中
で
、
日
本
社
会

で
も
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
（
１

９
８
５
）、男
女
共
同
参
画
社
会
基

本
法(

１
９
９
９)

が
成
立
し
た
。

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
で
は
、
男

の
仕
事
！ 
女
の
仕
事
！ 

と
い
う
数

百
年
間
か
か
っ
て
定
着
し
て
し
ま
っ

た
性
別
役
割
分
業
の
問
題
が
や
っ

と
、
や
っ
と
法
律
的
に
提
起
さ
れ

た
。
保
育
士
に
も
男
性
が
少
し
ず

つ
増
え
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転

席
に
女
性
の
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
り
し
た
。

　

だ
が
、
男
ら
し
い
・
女
ら
し
い
、

男
の
仕
事
・
女
の
仕
事
と
い
う
性

差
別
的
な
考
え
方
は
私
た
ち
の
意

識
に
、
日
常
生
活
の
な
か
に
非
常

に
根
深
く
あ
る
。
誤
解
を
恐
れ
ず

言
え
ば
、
そ
れ
は
気
づ
く
こ
と
が

で
き
な
い
く
ら
い
〝
ふ
つ
う
〞
で

あ
っ
た
り
す
る
。

　
50
歳
で
二
度
目
の
大
学
院(

夜
間)

に
働
き
な
が
ら
在
籍
し
て
い
た
時

の
こ
と
。
自
分
の
そ
れ
ま
で
の
不

勉
強
の
た
め
の
受
験
だ
っ
た
が
、

少
し
ま
じ
め
に
与
謝
野
晶
子
の
諸

論
文
を
読
ん
で
び
っ
く
り
！
「
人

生
は
男
女
の
協
同
か
ら
成
立
つ
。

男
女
が
一
切
の
こ
と
に
連
帯
責
任

を
自
覚
し
、
そ
の
責
任
を
公
平
に

分
担
し
て
い
く
な
ら
、
そ
こ
に
男

女
相
本
位
の
む
つ
ま
じ
い
社
会
が

実
現
す
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。」

（「
寧
ろ
父
性
を
保
護
せ
よ
」：
１
９

１
９
）
こ
れ
は
「
男
子
の
本
務
が

社
会
に
あ
る
、
女
子
の
本
務
が
家

庭
に
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
偏
っ

た
議
論
に
反
対
！ 

と
い
う
こ
と
を

述
べ
て
い
る
。
女
に
選
挙
権
も
な

く
日
本
社
会
あ
げ
て
、
男
は
外
、

女
は
内
と
い
う
良
妻
賢
母
思
想
が

吹
き
荒
れ
て
い
る
さ
な
か
で
の
言

葉
で
あ
る
。
想
像
を
こ
え
て
、
ど

ん
な
に
か
勇
気
が
必
要
だ
っ
た
こ

と
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
「
男
女

の
協
同
」
と
い
う
考
え
方
の
背
後

に
は
、「
自
労
自
活
」と
い
う
女
の
経

済
的
自
立
の
不
可
欠
と
い
う
考
え

方
が
あ
る
。
今
か
ら
百
年
近
く
前

の
与
謝
野
晶
子
の
言
葉
が
今
も
充

分
新
し
く
身
に
し
み
る
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
政
策
課 

　

人
権
・
同
和
教
育
担
当

「
広
報
ち
く
し
の
」 

に
掲
載
す
る

広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

平
成
28
年
５
月
１
日
号
〜
平
成
29
年
４
月

15
日
号
の
「
広
報
ち
く
し
の
」
に
掲
載
す
る

広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

広
告
掲
載
料
、
申
込
方
法
な
ど
、
詳
細
は
、

広
告
代
理
店
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
掲
載
位
置　

各
号
最
終
ペ
ー
ジ
下
段

●
発
行
部
数　
４
万
６
０
０
部(
平
成
28
年
３

月
現
在)

●
平
成
28
年
度
広
告
代
理
店

　

株
式
会
社
ホ
ー
プ

　

☎(

７
１
６)

１
４
０
４

●
広
報
紙
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

秘
書
広
報
課

暖
房
器
具
の
燃
料
の
処
分
方
法
を

確
認
し
ま
し
ょ
う

　

冬
の
間
、
使
用
し
た
暖
房
器
具
の
片
付
け

は
済
み
ま
し
た
か
？ 

片
付
け
る
前
に
整
備
・

点
検
を
し
て
来
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
長
期
間
保
管
し
た
燃
料
を
使
用
す
る

と
、
機
器
の
故
障
や
事
故
の
原
因
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

早
め
に
使
い
切
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
で
も
使
い
き
れ
ず
に
余
っ
て
し
ま
っ

た
燃
料
は
、
引
き
取
り
を
行
っ
て
い
る
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど(

※)

に
引
き
取
っ
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。
少
量
で
あ
れ
ば
、
紙
や
布

な
ど
に
し
み
こ
ま
せ
て
可
燃
物
の
指
定
袋
に

入
れ
て
ご
み
で
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

河
川
や
土
壌
な
ど
に
油
や
化
学
薬
品
な
ど

の
汚
染
物
質
が
流
出
し
て
し
ま
う
と
、
少
量

で
あ
っ
て
も
周
辺
の
生
活
や
生
態
系
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
全
て
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
で
受
け

付
け
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事

前
に
電
話
な
ど
で
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課

灯油などの
処分の仕方を
確認してね！
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●４月の休館日　４日(月)・11日(月)・
18日(月)・25日(月)・27日(水)

体の使い方を変
えればこんなに
疲れない！

岡田 慎一郎／著
(産業編集センター)

おなかがすいた
ハラペコだ。

椎名　誠／著
(新日本出版社)

老いた親を
愛せますか？

岸見 一郎／著
(幻冬舎)

台所漢方

根本 幸夫／著
(池田書店)

身近な人に
迷惑をかけない
死に方

菅原 道仁／著
(ＫＡＤＯＫＡＷＡ)

その他のおすすめ新刊 新着案内　今月のイチ押し新刊

　【年金】という言葉を聞くと、若者は「ま
だ先のことで関係がない」と思う人が多いの
ではないでしょうか。また、中高年になって
も、年に一度送られてくる“年金記録の確
認のお知らせ”を見て戸惑いを感じる人が
少なくないと思います。
　この本は、社会保険労務士でファイナンシャ
ル・プランナーの資格をもつ著者が、公的
年金、マイナンバー制度、企業年金、老後
の備えについて、私達が知りたい71の疑問
に答えてくれます。
　たとえば、｢保険料を払わなかったらどう
なるの｣ ｢職業によって受け取る年金は違う
の｣という身近な疑問から、｢転職した｣ ｢専
業主婦になった｣ ｢育児休業した｣ ｢病気をした｣など生活の変化に伴う
年金についても、最新の情報で対応しています。
　年金のしくみは複雑で分かりにくいと言われていますが、申告制の
ために、知らないと損をすることがあると著者は忠告します。
　今から将来の生活を計画的に考え、ゆとりのある人生を楽しみたい
ものですね。

｢知ってトクする！
年金の疑問71｣

井戸 美枝／著(集英社)

｢知 トクす ！

●移動図書館車つくしんぼ号巡回表
４月 時間 9：30～10：10 10：30～11：10 13：30～14：10 14：30～15：10 15：30～16：10

12(火) 26(火) 大 石
公 民 館

柚 須 原
公 民 館

ちくし台団地
公民館分室

美しが丘北
公 民 館

原 田
小 学 校

13(水) 27(水) 山 家 1 区公 民 館
山 家 2 区
公 民 館

阿 志 岐
小 学 校

葉 光 ヶ 丘
パピリオン葉光

都 坂
集 会 所

14(木) 28(木) 隈
公 民 館

光 が 丘
公 民 館

天 拝 坂
公 民 館

北 杉 塚
公 民 館

山 口
小 学 校

１(金) 15(金) 29(金) 平 等 寺
公 民 館

むさしヶ丘
公 民 館

山 家
小 学 校

岡 田
隣 保 館

美 咲
隣 保 館

５(火) 19(火) 山 家
コミュニティ

下 見
公 民 館

京 町
児童センター

桜 台
公 民 館

筑 紫
コミュニティ

６(水) 20(水) 馬 市
公 民 館

西 小 田
公 民 館

吉 木
小 学 校

みかさ台
公 民 館 点検整理

７(木) 21(木) 東 吉 木
公 民 館

宮の森団地
第 2 公 園

美しが丘南
公 民 館

筑 紫 南
コミュニティ

筑 紫 東
小 学 校

８(金) 22(金) 上阿志岐西
公 民 館 牛島公園 筑 紫

小 学 校
筑紫駅前通
公 民 館

永 岡
隣 保 館

子こ

ど
も
の
読ど

く

書し
ょ

推す
い

進し
ん

公こ
う

演え
ん

会か
い

劇げ
き

団だ
ん

道ど
う

化け

「
な
に
が
で
き
る
か
な
」

「
し
ょ
う
ぼ
う
じ
ど
う
し
ゃ

 

じ
ぷ
た
」

　

お
家
の
中
に
あ
る
も
の
が
、
楽
し
い
歌
に

あ
わ
せ
て
変
身
す
る「
な
に
が
で
き
る
か
な
」

と
、
ち
び
っ
こ
し
ょ
う
ぼ
う
し
ゃ
の
じ
ぷ
た

が
大
活
躍
す
る
「
し
ょ
う
ぼ
う
じ
ど
う
し
ゃ

じ
ぷ
た
」
の
２
部
仕
立
て
で
す
。
劇
団
道
化

に
よ
る
、
親
子
で
楽
し
め
る
公
演
会
で
す
。

●
日
時　

４
月
23
日(

土)

、
14
時
〜
15
時

(

開
場
13
時
45
分)

●
場
所　

市
民
図
書
館　

集
会
室

●
定
員　

１
０
０
人

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
図
書
館
☎(

９
２
８)

４
３
４
３

　

入
場
無
料
・
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
入
場
を
お
断

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●問い合わせ先
   市民図書館
   ☎(928)4343
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し
っ
と
こ
九
博
は
、
九
州
国
立
博
物
館
の
特

別
展
担
当
者
が
展
示
の
見
ど
こ
ろ
や
ポ
イ
ン
ト

を
解
説
す
る
講
座
で
す
！

　

紀
元
前
２
２
１
年
、
秦
の
国
王
贏
政(

え
い

せ
い)

は
乱
世
を
勝
ち
抜
い
て
天
下
統
一
を
果

た
し
、
始
皇
帝
を
名
乗
り
ま
し
た
。
始
皇
帝
の

巨
大
な
陵
墓
の
ほ
ど
近
く
に
埋
め
ら
れ
た
８
０

０
０
体
の
兵
馬
俑
は
、
20
世
紀
最
大
の
考
古
学

的
発
見
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

  

特
別
展
で
は
、
秦
王
朝
と
始
皇
帝
に
ま
つ
わ

る
文
物
約
１
２
０
件
を
通
し
て
、
知
ら
れ
ざ
る

秦
王
朝
と
始
皇
帝
の
実
像
に
迫
り
ま
す
。

●
日
時　

４
月
15
日(

金)

、15
時
〜
16
時
30
分

●
場
所　

歴
史
博
物
館　

研
修
室

●
参
加
費　

無
料

●
講
師　

市
元 

塁
さ
ん　

(

九
州
国
立
博
物
館)

●
定
員　

先
着
70
人(

要
申
し
込
み)

●
申
込
開
始　
４
月
６
日(

水)

、９
時
〜

　

電
話
ま
た
は
事
務
室
で
申
し
込
み

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

歴
史
博
物
館
☎(

９
２
２)

１
９
１
１

※ 
本
講
座
で
は
展
示
を
行
い
ま
せ
ん
。
九
州
国
立
博

物
館
特
別
展
「
始
皇
帝
と
大
兵
馬
俑
」
は
６
月
12

日
ま
で
九
州
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

筑紫野市歴史博物館 ふるさと館ちくしの 情報

兵馬俑５体　秦時代・前３世紀
© 陝西省文物局・陝西省文物交流中心・
秦始皇帝陵博物院

こ
ち
ら
１
１
０
番
！

筑
紫
野
警
察
署
情
報

■相談・問い合わせ先　筑紫野警察署　☎(929)0110

子
こ

どもの交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

防
ぼう

止
し

！
　新入学からおよそ１カ月、子どもたちには新しい友達もでき、楽しい

学校生活を送っていることと思います。

　しかし、登下校中などに歩道や道路で友達とふざけたりするのは、交通

事故に遭う恐れがあり、大変危険です。

　この時期、家庭などで、交通ルールについて話し合いをして、基本的な

交通ルールを身に付けさせ、守らせることが大切です。

　子どもが、学校や遊びに出かけるときは、「飛び出しをしないこと」や

「安全確認をする」など、一声かけるようにしてください。

「
始し

皇こ
う

帝て
い

と
大だ

い

兵へ
い

馬ば

俑よ
う

」  

解か
い

説せ
つ

講こ
う

座ざ

しっとこ

九博
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　第20回記念大会と
して、開会式でゲスト
荒尾 将吾さんによる
「走り方クリニック」
を行います。

｢宝満つばきマラソン大会｣ とは
　この大会は、平成９年に第１回が行われ、良
永 光康 前筑紫野市体育協会会長の「全市民が
一堂に集まることができる運動会のようなマラ
ソン大会を創りたい」という思いを、受け継い
で開催しています。
　多くの市民の皆さんや子どもたちが楽しく集
う「出会い、ふれあい、走りあい」の大会とし
て発展しています。

●申し込み・問い合わせ先
〒818-0065  市内大字諸田169
勤労青少年ホーム内 

筑紫野市体育協会
☎(９２５)４８０１
ＦＡＸ(９２２)７５９３
ホームページ(筑紫野市体育協会で検索)
http://chikushinotaikyou.com/

●日時　５月８日(日)　９時開会【小雨決行】
●場所　筑紫運動広場 (市内諸田172)
　　　　　 駐車場に限りがありますので、公共交通機関でご来場ください。

●
種
目

　

①
６
０
０
ｍ(

小
学
１
〜
３
年
生)

、

　

②
８
０
０
ｍ(

小
学
４
〜
６
年
生)

、

　

③ 

１
５
０
０
ｍ(

中
学
生
を
含
む
一
般
男
子

の
部
、
一
般
女
子
の
部)

、

　

④ 

小
学
生
チ
ー
ム
対
抗
リ
レ
ー
、
10
分
の

１
マ
ラ
ソ
ン

　

４
・
２
１
９
５
㎞
を
21
走
者
で
バ
ト
ン

リ
レ
ー(

１
チ
ー
ム
10
〜
21
人
で
編
成
し
、

同
じ
人
が
３
回
ま
で
走
っ
て
よ
い)

　

⑤ 
中
学
校
対
抗
リ
レ
ー
、
10
分
の
１
マ
ラ

ソ
ン

　

４
・
２
１
９
５
㎞
を
21
走
者
で
バ
ト
ン

リ
レ
ー(

１
チ
ー
ム
２
人
〜
21
人
で
編
成
し
、

同
じ
人
が
10
回
ま
で
走
っ
て
よ
い)

　

⑥ 

４
５
２
人
リ
レ
ー
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
世

界
記
録
に
挑
戦
！

　

42
・
１
９
５
㎞
を
４
２
０
人
で
バ
ト
ン

リ
レ
ー

●
ゲ
ス
ト

　

荒
尾 

将
吾
さ
ん(

九
電
工
陸
上
競
技
部
Ｏ

Ｂ
、
自
己
ベ
ス
ト
１
０
０
ｍ 

10
秒
22　

現
福

岡
県
記
録
保
持
者)

● 

参
加
資
格　

市
民
お
よ
び
市
内
に
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
人

● 

表
彰　

①
６
０
０
ｍ
と
②
８
０
０
ｍ
は
10

位
ま
で
、
そ
の
他
は
６
位
ま
で

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法

• 

種
目
①
〜
⑤
は
、
４
月
１
日(

金)

〜
22
日

(

金)

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

• 

⑥
４
２
０
人
リ
レ
ー
は
当
日
受
付
で
す
。

• 

申
込
書
は
、
市
役
所
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、カ
ミ
ー

リ
ヤ
、
文
化
会
館
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
置
い

て
い
ま
す
。

• 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

●
そ
の
他

　

バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー(

う
ど
ん
、
お
に
ぎ
り
、

ジ
ュ
ー
ス
、
か
き
氷)

の
販
売
が
あ
り
ま
す
。

閉
会
式
で
は
、
お
楽
し
み
抽
選
会
が
あ
り
ま

す
。

第
20
回  

宝ほ
う

満ま
ん

つ
ば
き
マ
ラ
ソ
ン
大た

い

会か
い 

20th
筑紫野市生涯スポーツ推進事業

出
場
者

 

募
集
！
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ち く し の ク リ ッ プ●問い合わせ先　秘書広報課Chikushino City Topics

　福岡ソフトバンクホークスＯＢによる野球教室が
山家スポーツ公園野球場で開催され、当日は快晴の
もと、筑紫少年野球サンデーリーグ連盟所属17チー
ムの小学５・６年生140人が参加。元投手で現在は
プロ野球解説者の池田 親興さんをはじめ７人が講師
を務め、守備や走塁、投球などの指導が行われまし
た。参加した子どもたちは、元プロ野球選手からの
的確なアドバイスに耳を傾け、熱心に練習を行って
いました。

内野手の守備指導を熱心に受ける子どもたち

2/28

三和シャッター工業ソフトバンクOBによる野球教室

元プロ野球選手の指導に
目を輝かせる

　原田区と筑紫南コミュニティ運営協議会ふるさと
創生部会の共催で、原田区を流れる宝珠川へのホタ
ルの幼虫の放流が行われ、約90人が参加しました。
これは、昔のようにホタルが舞う川を取り戻すこと
をテーマに行われており、今年で３年目になります。
当日は、参加者が11班に分かれ、ホタルの幼虫とカ
ワニナを放流しました。参加した児童は、「楽しかっ
た。ホタルが飛ぶところを見に来て欲しい」と話し
ていました。

宝珠川にそっと幼虫を放しました

2/27

原田「ホタルの里」づくり

ふるさとにホタルを
呼び戻そう

　第１部では３人の小・中学生による人権作文朗読
が、第２部では松野 明美さん(元オリンピックランナー)
による講演が行われました。
　一番を目指してきたというランナー時代の話は、
おなじみの語り口で会場の笑いを誘いました。そし
て、障害を持つ次男の子育てに葛藤し最初は隠そう
としていたこと、次男の笑顔や成長していく姿に自
身が変化し、気付かされていったことなどを語り、
命の尊さについて改めて考える機会となりました。

講演する松野 明美さん

2/27

人権・同和問題講演会

人生は一番でなくてもいい

　福岡常葉高校では普通科普通コースの２年生が礼
儀を通して「心を磨く」ために茶道・華道の学習を
行っています。地域交流会(お茶会)は、学習の成果
を披露し、地域の皆さんに安らぎを提供できれば、
と毎年開催されています。
　お客は、静かな茶室でもてなしを受け、お茶を楽
しんでいました。２年生の山田 一誠さんは「地域の
皆さんと交流することができてよかった」と話して
いました。

お客にお茶を出す生徒の皆さん

3/5

福岡常葉高等学校 伝統文化地域交流会

もてなしの心
学習の成果を披露
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【問い合わせ先】生涯学習課【問い合わせ先】生涯学習課
☎ ０９２(９１８)３５３５／FAX ０９２(９２３)０４１６☎ ０９２(９１８)３５３５／FAX ０９２(９２３)０４１６
電子メール　k-gakushuu@city.chikushino.fukuoka.jp電子メール　k-gakushuu@city.chikushino.fukuoka.jp

地域づくりをすすめたいという願いをこめて名付けました。

生涯学習情報生涯学習情報

筑 紫野市では、「子どもの人権を守り、健全な成長発達に責任を果たせる親になる」ことを目指し、「親の
学習する場」“家庭教育学級”を開いています。小・中学校16校に設置され、学級生同士で計画を立て、

和気あいあいの雰囲気の中で学びや交流を深めています。

筑紫野市教育委員会 主催

筑
ちく

紫
し

野
の

市
し

家
か

庭
てい

教
きょう

育
いく

学
がっ

級
きゅう

あなたも子
こ

育
そ だ

てについて学
ま な

びませんか？
問 生涯学習課 生涯学習推進・青少年担当 「家庭教育学級」 係   ☎(918)3535 (代表)

◆対象　市内の小・中学生の保護者
◆日時　５月～翌年２月　平日(月１回程度) 10時～12時
◆場所　各小・中学校 (会議室、多目的ルームなど)
◆内容　○各学級の学習会　各学級でテーマを決め実施
　　　　○全学級合同行事　合同開講式(５月)、
　　　　　合同レクリエーション交流会(６月)、合同研修会(11月)
◆参加費　無料
◆託児　あり (無料・6カ月以上の未就学児のみ)
◆申込方法　４月に案内チラシをお子さんを通じて配布します。
　申込用紙に記入のうえ、学校の先生に提出してください。
※ お仕事などで平日の昼間に参加できない保護者や、子育てに関心のある人が参加できる夜の学習会も
あります。内容など詳細は広報などでお知らせします。(広報ちくしの5 / 1号「もやいページ」掲載)

二日市東小
（あすなろ）

筑紫小
（銀杏）

筑紫東小
（サルビア）

筑紫野中
（のぞみ）

吉木小
（神樹の木）

山口小
（みちくさ）

天拝小
（ふたば）

天拝中
（やまなみ）

阿志岐小
（たんぽぽ）

二日市北小
（あい愛）

二日市中
（むつみ）

筑紫野南中
（サザン）

二日市小
（つどい）

山家小
（はぐくみ）

原田小
（ひまわり）

筑山中
（ルート200）

《各学校の学級名》

(学級名は各学校の学級生が命名した
ものが受け継がれています)

昨年(平成27年度)の家庭教育学級のようす(合同行事)

▲合同レクリエーション
「ファミリーバドミントンを
通して団結力が強まり、学
級生同士のよい交流になっ
てよかった」他学級との交
流も楽しみの一つです。

▲合同研修会
全体会は、“転んでも立ち上がるココ
ロを育てる”をテーマにした太刀山美
樹さんの講演。「パワーあふれる講演
で元気をもらった」との感想も。分科
会では「いじめ」「SNS」「食育」のテー
マで学習が進められました。

【昨年の学習内容例】 上記、合同行事ほか、それぞれの学級が工夫しながら子育てのエネルギーになる
学習会を企画、開催しています。

①子育てに関する学習： 「保健室から見た子どもたち」、「思春期はおもしろ期」、「子どもに忍びよる害」
②親自身の課題に関する学習： 「子どもとメディアについて」、「中学校・高校見学」、「すごい弁当力」、
　「親と子のやる気を引き出すコミュニケーション術」、「整理収納講座・かたづけなさいと言う前に」
③豊かな市民性を身に付ける学習： 人権教育、合同行事開催、文集「あゆみ」編集

【昨年の学級生のコメント】(家庭教育学級文集「あゆみ」より一部抜粋)
　ここで得た数々の学び、たくさんの出会い、つながり、思い出はかけがえのない大きな財産です。／家庭教育
学級の良さは保護者同士の交流がもてることです。共に学ぶことができ、情報交換や悩み相談ができる場である
ことを心強く思います。／実のある学習会に参加し、いろいろな種を自分の中にまくことできました。いっぱい
発芽させて豊かな心をはぐくみ子どもたちにもいろいろなジャンルの種をまく事ができたら良いなと思います。

▲合同開講式
岡部八郎さんの講演で幕開け。ウクレレ片手に軽
妙な子育てトーク。学級生、来賓の先生と壇上で
一緒に演奏する一幕も。「耳は二つ、口は一つ。
聴き上手になろう」「子どもが壁にぶつかったと
きは追いつめず、選択肢を準備。選ぶのは子ども」
など、子育てのヒントをたくさんいただきました。
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MOYAI INFORMATION
講座案内＆お知らせ

「もやい」とは、地域共同体をさしており、地域のふれあいや仲間づくり・連帯をあらわすことばです。お互いに交流・連帯し 

普 段の姿勢や歩き方がよくなると腰痛、肩こり
が改善し、疲れにくい体になります。代謝も

上がり美しくなるにつれ、洋服の着こなしも良く
見え、女性の魅力が引き立ち、自信がついてきます。
年齢を問わず受講できますので、春から一緒に楽
しくレッスン始めませんか。

◆日時　5月14日・28日
　　　　6月11日・25日
　　　　7月9日・23日
　　　　(土曜日・全６回)
　　　　18時～20時
◆場所　生涯学習センター
　　　　３階  学習室７
◆対象・定員　成人女性・
　　　　　　　12人
◆受講料　3,080円／月
　　　　　 (振り込み)
◆講師　西村 瑞穂さん (よい姿勢と歩き方講師)
◆申込期限　４月15日(金) 必着
◆申し込み方法　ハガキまたは生涯学習課で配布
　する受講申込書に、①講座名、②郵便番号、
　 ③住所、④氏名(ふりがな)、⑤年齢、⑥電話番号を
記入して申し込みください。
　(ハガキ、受講申込書１枚に１人１講座記入)
※定員を超えた場合は、抽選により決定します。
受講生が５人未満の場合は、開講をとりやめること
があります。

ちくしの文化講座  短期講座

よい姿
し

勢
せい

と美
うつく

しい歩
ある

き方
かた

～姿
し

勢
せい

って自
じ

分
ぶん

で直
なお

せるんだ！～
問 生涯学習課 ☎(918)3535 (代表)

西村瑞穂さん

申し込み先 (ハガキ送付先 )
〒818-0057 
市内二日市南1-9-3  生涯学習センター内
生涯学習課「ちくしの文化講座」係

最新の募集状況は、
市のホームページ

でも見ることができます。
「ちくしの文化講座」募集講座一覧はこちら↑

平成28年度「ちくしの文化講座」
(前期)募集チラシは、生涯学習
　センターで配布中です。

でも見る

平
(
　

竜 岩自然の家で、利用者が安全で楽しく活動
できるように、ニュースポーツ、工作など

の指導方法を学習します。研修後、竜岩で開催する
「ドラゴンロックフェスタ」(4/24開催・内容など
詳細は広報４/15号で案内 )で実践しましょう。

◆日時　４月10日(日) 10時～12時
◆場所　竜岩自然の家 (市内柚須原373-1)
◆対象・定員　竜岩自然の家でボランティア活動
　　　　できる人・20人
◆ 申し込み方法　竜岩自然の家窓口または電話で
申し込んでください。

※申し込み・問い合わせは休所日(毎週水曜日)を除く
　９時～17時の時間内にお願いします。

竜岩自然の家 主催事業

施
し

設
せつ

ボランティア研
けん

修
しゅう

会
かい

問 竜岩自然の家  ☎(921)3455

親
おや

子
こ

ふれあい講
こう

座
ざ

マタニティ編
へ ん

～今
いま

の子
こ

育
そだ

ての状
じょう

況
きょう

から～ 参加費無料

“ス マホ”に子育てを任せている若いお母さん
が増えています。機械音でなく、生の声で

語りかけることで、子どものコミュニケーション
能力が向上します。おなかの赤ちゃんにもやさしい
ことばで絵本を読んであげましょう。
◆日時　５月20日(金)10時30分～11時30分
◆場所　筑紫南コミュニティセンター 視聴覚室
　　　　(市内原田4-16-6)
◆対象　妊娠中の人、関心のある人、どなたでも
◆講師　前園 敦子さん(子どもの本専門店エルマー代表)
◆ 申し込み方法　4月5日(火)10時から受け付け。
筑紫南コミュニティセンター図書室まで電話、
または直接来室のうえ申し込みください。
問 筑紫南コミュニティセンター図書室
　はらっぱの会　☎(927)1216(直通)
※開室時間：火～土曜日10時～17時

前
園 

敦
子
さ
ん
の

講
座
風
景　

←

筑紫南コミュニティセンター図書室筑紫南コミュニティセンター図書室
はらっぱの会はらっぱの会
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CHIKUSHINO INFORMATION
あ
ん
な
い

裁さ
い

判ば
ん

所し
ょ

職し
ょ
く

員い
ん

採さ
い

用よ
う

試し

験け
ん

　

受
験
資
格
な
ど
詳
細
は
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
受
験
案
内
は
裁
判

所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
ま
た
は
最

寄
り
の
裁
判
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
受
付
期
間 

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

４

月
４
日(

月)

10
時
〜
13
日(

水)

受
信
有

効　
▽
郵
送 

４
月
４
日(

月)

〜
６
日

(

水)

消
印
有
効　

●
第
１
次
試
験
日 

６
月
５
日(

日)　

●
問
い
合
わ
せ
先 

福
岡
地
方
裁
判
所
事
務
局
人
事
課
☎

(

７
８
１)

３
１
４
１
／
HP http://www.

courts.go.jp/saiyo/index2.htm
l

国こ
く

税ぜ
い

専せ
ん

門も
ん

官か
ん

採さ
い

用よ
う

試し

験け
ん

　

受
験
資
格
な
ど
詳
細
は
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
募
集
内
容
は
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
受
付
期
間 

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

４

月
１
日(

金)

９
時
〜
13
日(

水)

受
信
有

０
０
円
、
小
中
生
４
０
０
円　

●
問

い
合
わ
せ
先 

同
美
術
館
☎(

７
１
５)

３
５
５
１

く
ら
し

刃は

物も
の

研と

ぎ
、ま
な
板い

た

削け
ず

り

●
日
時 

４
月
19
日(

火)

、
10
時
〜
15

時　
●
場
所 

筑
紫
野
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー(

市
内
岡
田
、カ
ミ
ー
リ
ヤ

南
側
ほ
ほ
え
み
タ
ウ
ン
Ｃ
棟)　
●
料
金 

菜
切
包
丁
４
０
０
円
な
ど(

刃
こ
ぼ
れ

な
ど
別
途
料
金)

、
木
製
ま
な
板
５
５

０
円
か
ら　
●
問
い
合
わ
せ
先 

同
セ

ン
タ
ー
☎(
９
１
９)

７
７
５
５

ぼ
し
ゅ
う

ボ
ラ
ン
ティ
ア
養よ

う

成せ
い

講こ
う

座ざ

●
日
時 

５
月
13
日(

金)

、
10
時
〜
12

時(

受
付
９
時
40
分)　

●
場
所 

県
立

太
宰
府
特
別
支
援
学
校　
●
内
容 

校

内
見
学
、
講
習(

障
害
に
対
す
る
理
解

と
関
わ
り
方
な
ど)　
●
対
象 

地
域
の

人
、
特
別
支
援
教
育
に
関
心
の
あ
る

大
学
生
、
専
門
学
校
生　

●
申
込
方

法 

５
月
２
日(

月)

ま
で
に
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み　

●
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
先 

同
校
☎(

９
２
４)

５
０
５
５
／
FAX(

９
２
４)

５
０
８
９

Ｊ
Ａ
筑ち

く

紫し 

ち
く
し
農の

う

業ぎ
ょ
う

塾じ
ゅ
く

　

新
規
就
農
者
・
次
世
代
就
農
者
育

成
を
目
的
に
開
講
し
ま
す
。

●
期
間 

７
月
〜
平
成
29
年
５
月
の
毎

週
水
曜
日(

月
４
回
程
度)

、13
時
30
分

〜
17
時　

●
内
容 

露
地
野
菜
全
般
・

施
設
園
芸
の
栽
培
実
習
お
よ
び
防
除
、

肥
培
管
理
等
の
講
義　

●
募
集
人
数 

10
人
程
度　
●
受
講
料 

年
間
３
万
５

千
円　
●
応
募
資
格 

次
の
①
〜
③
の

全
て
を
満
た
す
人 

①
Ｊ
Ａ
筑
紫
管
内

(

筑
紫
野
市
・
春
日
市
・
大
野
城
市
・

太
宰
府
市
・
那
珂
川
町)

居
住
の
18
歳

以
上
の
人 

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許

所
持
者 

③
受
講
終
了
後
に
Ｊ
Ａ
筑
紫

直
売
所
出
荷
者
や
生
産
部
会
に
加
入

し
出
荷
を
行
う
強
い
意
志
を
持
っ
て

い
る
人　
●
応
募
方
法 

ハ
ガ
キ
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、電
子
メ
ー
ル
に「
①
住
所
、②
氏

名(

ふ
り
が
な)

、
③
年
齢
、
④
性
別
、

⑤
電
話
番
号
」
を
明
記
し
て
申
し
込

み　

●
応
募
期
限 

５
月
13
日(

金)

必

着　

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

〒
818-

8642 

市
内
杉
塚
３-

３-

10
Ｊ
Ａ
筑

紫 

農
業
振
興
課
宛
☎(

９
２
４)

１
３

１
３
／
FAX(

９
２
３)

７
６
２
４
／
電
子

メ
ー
ル nousin@

ja-chikushi.or.jp

ひ
と
り
親お

や

家か

庭て
い

等と
う

へ
の
就し

ゅ
う

業ぎ
ょ
う

支し

援え
ん

●
場
所 

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ(

春
日
市)　

●
利
用
時
間 

▽
月
〜
金
曜
日
、
９
時

〜
17
時　

▽
日
曜
日
、
９
時
〜
16
時　

●
問
い
合
わ
せ
先 

福
岡
県
ひ
と
り
親

家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

☎(

５
８
４)

３
９
３
１

効　
▽
郵
送
ま
た
は
持
参 

４
月
１
日

(
金)

〜
４
日(

月)

消
印
有
効　
●
第
１

次
試
験
日 

５
月
29
日(

日)　
●
問
い
合

わ
せ
先 
筑
紫
税
務
署
総
務
課
☎(

９

２
３)

１
４
０
０
／
HP http://w
w
w.

nta.go.jpイ
ベ
ン
ト

青せ
い

峰ほ
う

書し
ょ

道ど
う

会か
い

作さ
く

品ひ
ん

展て
ん

●
日
時 

４
月
20
日(

水)

〜
30
日(

土)
、

10
時
〜
17
時　
※
20
日
は
13
時
か
ら
、

25
日
は
休
館
、30
日
は
15
時
ま
で　
●
場

所 

プ
ラ
ム・カ
ル
コ
ア
太
宰
府　
●
問

い
合
わ
せ
先 

井
手
田
☎(

９
２
９)

１

２
６
０

色し
き

彩さ
い

の
奇き

跡せ
き 

印い
ん

象し
ょ
う

派は

展て
ん

●
日
時 

４
月
16
日(

土)

〜
６
月
５
日

(

日)

、10
時
〜
18
時(

入
場
は
17
時
30
分

ま
で)

※
月
曜
日
休
館　
●
場
所 

福
岡

県
立
美
術
館(

福
岡
市
中
央
区)　
●
入

場
料 

一
般
１
４
０
０
円
、
高
大
生
９

お知らせ

INFORMATION

電話番号案内 ☎
 市役所  ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••  (923)1111
上下水道料金総務課 料金担当  •••  (923)7111
上下水道工務課 給排水担当  •••••••  (923)7172
山口コミュニティセンター  ••••••••••••  (922)2551
筑紫コミュニティセンター  ••••••••••••  (926)2913
山家コミュニティセンター  ••••••••••••  (926)2809
御笠コミュニティセンター  ••••••••••••  (922)2601
二日市コミュニティセンター  •••••••••  (920)5123
筑紫南コミュニティセンター  •••••••••  (919)8400
生涯学習センター  •••••••••••••••••••••••  (918)3535
市民図書館  •••••••••••••••••••••••••••••••••  (928)4343
歴史博物館  •••••••••••••••••••••••••••••••••  (922)1911
人権文化センター  •••••••••••••••••••••••  (926)4136
カミーリヤ  •••••••••••••••••••••••••••••••••••  (920)8000
文化会館  •••••••••••••••••••••••••••••••••••••  (925)4321
クリーンヒル宝満 •••••••••••••••••••••••••  (926)5300
筑慈苑(火葬場)  •••••••••••••••••••••••••••  (926)1892
社会福祉協議会  ••••••••••••••••••••••••••  (920)8008
シルバー人材センター  •••••••••••••••••  (919)7755
筑紫野警察署  ••••••••••••••••••••••••••••••  (929)0110
筑紫野消防署  ••••••••••••••••••••••••••••••  (924)5034

人の動き  ２月末日現在

　人口　　102,512人　 (＋ 49)
　男性　　  48,989人　 (＋ 16)
　女性        53,523人　 (＋ 33)
　世帯数     42,973世帯 (＋ 50)
　(  )は前月比

水源情報  ３月14日現在

県営
山神ダム 

278万㎥
280万㎥99.3％

市営
水呑ダム 

85千㎥
85千㎥100％

現在貯水量
総貯水量

貯水率
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お知らせコーナー

問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。

優ゆ
う

良り
ょ
う

運う
ん

転て
ん

者し
ゃ

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

●
資
格 

筑
紫
野
市
、太
宰
府
市
に
居

住
し
、
継
続
し
て
自
動
車
を
運
転
し

て
い
る
人
で
、
交
通
規
則
を
守
り
安

全
運
転
に
心
が
け
、
他
の
運
転
者
の

模
範
と
な
る
人　

※
表
彰
種
類
な
ど

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。●
受

付
期
間 

４
月
１
日(

金)

〜
30
日(
土)

、

９
時
〜
16
時
、土
・
日
曜
日
、祝
日
除

く　

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

筑
紫
交
通
安
全
協
会
☎(

９
２
４)

０

０
６
６

入に
ゅ
う

門も
ん

点て
ん

字じ

ボ
ラ
ン
ティ
ア
講こ

う

座ざ

●
日
時 

５
月
11
日
・
18
日
・
25
日
・

６
月
１
日
の
水
曜
日
、
10
時
〜
12
時　

●
場
所 

二
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー　
●
対
象 

市
内
に
在
住
、通
勤
、通

学
中
の
人　
●
定
員 

先
着
20
人　
●
参

加
費 

無
料　
●
申
込
期
限 

４
月
22
日

(

金)

17
時
ま
で　

●
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
先 

筑
紫
野
市
社
会
福
祉
協
議

会 

☎(

９
２
０)

８
０
０
８

シ
ニ
ア
親し

ん

睦ぼ
く

テ
ニ
ス
大た

い

会か
い

●
日
時 

４
月
21
日(

木)

、
９
時
30
分

(

８
時
30
分
受
付)　
※
雨
天
時
は
４
月

28
日(

木)　
●
場
所 

山
家
ス
ポ
ー
ツ
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　
●
種
目 

パ
ー
ト
別

ダ
ブ
ル
ス
団
体
戦　

●
対
象 

男
性
60

歳
以
上
、
女
性
55
歳
以
上
で
市
内
に

在
住
・
勤
務
、
協
会
加
盟
員　
●
定
員 

48
人　
●
参
加
費 
１
人
千
円　
●
申
込

期
限 

４
月
17
日(

日)

ま
で　

●
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

筑
紫
野
市
テ

ニ
ス
協
会 

☎(

９
２
３)

８
１
９
０(

火

曜
日
休
み)

福ふ
く

岡お
か

県け
ん

中ち
ゅ
う

小し
ょ
う

企き

業ぎ
ょ
う

家か

同ど
う

友ゆ
う

会か
い

筑ち
く

紫し

支し

部ぶ

４
月が

つ

勉べ
ん

強き
ょ
う

会か
い

●
日
時 

４
月
21
日(

木)

、
18
時
20
分

〜
20
時
50
分(

受
付
18
時)　

●
場
所 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

●
テ
ー
マ 

経

営
体
験
報
告　
●
対
象 

中
小
企
業
経

営
者　
●
参
加
費 

無
料　
●
定
員 

先

着
40
人　
●
申
込
期
限 

４
月
15
日(

金)

ま
で　

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先 

同
支
部
事
務
局(

森
元) 

☎(

６
８

６)

１
２
３
４

ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
・
コ
ア
福ふ

く

岡お
か

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー

●
日
時 

４
月
20
日(

水)

、
18
時
〜
20

時　

●
内
容 

第
二
創
業
・
新
規
事
業

の
成
功
ポ
イ
ン
ト　
●
対
象 

市
内
の

企
業
経
営
者
や
経
営
幹
部　

●
参
加

費 
無
料　
●
定
員 

先
着
25
人　
●
申

込
期
限 
４
月
15
日(

金)

ま
で　
●
場

所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

ク
リ

エ
イ
シ
ョ
ン
・
コ
ア
福
岡(

市
内
上
古

賀
３-

２-

16)

☎(

９
２
９)
２
２
１
８

青せ
い

少し
ょ
う

年ね
ん

国こ
く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
う

キ
ャ
ン
プ

　

費
用
な
ど
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
期
間 

８
月
１
日(

月)

〜
５
日(

金)

、

４
泊
５
日　
●
場
所 

静
岡
県
立
朝
霧

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー　
●
定
員 

日
本

人
80
人
、外
国
人
20
人　
●
対
象 

小
学

校
３
年
生
〜
中
学
校
３
年
生　

●
内

容 

富
士
登
山
、
テ
ン
ト
生
活
体
験
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど　

●
説
明

会
日
時
・
場
所 

６
月
18
日(

土)

、
15
時

30
分
〜
16
時
30
分(

参
加
無
料
、
予
約

不
要)

、
深
見
ビ
ル(

福
岡
市
博
多
区)　

●
申
込
期
限 

７
月
８
日(

金)

ま
で　

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

国
際

青
少
年
研
修
協
会
☎
０
３(

６
４
１
７)

９
７
２
１
／
HP http://w

w
w.kskk.

or.jp小し
ょ
う

学が
く

生せ
い

〜
高こ

う

校こ
う

生せ
い

の
た
め
の

夏な
つ

休や
す

み
海か

い

外が
い

研け
ん

修し
ゅ
う

交こ
う

流り
ゅ
う

事じ

業ぎ
ょ
う

　

費
用
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
内
容 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、文
化
交
流
な
ど　
●
派
遣
先 

イ
ギ

リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
他　

●
日
程 

７
月
22
日(

金)

〜
８
月
14
日

(

日)

の
８
日
間
〜
18
日
間　
●
対
象 

小

学
３
年
生
〜
高
校
３
年
生　

●
説
明

会
日
時
・
場
所 

５
月
22
日(

日)

、13
時

30
分
〜
15
時(

参
加
無
料
、予
約
不
要)

、

深
見
ビ
ル(

福
岡
市
博
多
区)　
●
申
込

期
限 

コ
ー
ス
に
よ
り
５
月
26
日(

木)

ま
た
は
６
月
９
日(

木)　
●
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
先 

国
際
青
少
年
研
修
協

会 

☎
０
３(

６
４
１
７)

９
７
２
１
／

HP http://w
w
w.kskk.or.jp

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

の
ゼ
ロ
か
ら
始は

じ

め
る

パ
ソ
コ
ン
教き

ょ
う

室し
つ

【
パ
ソ
コ
ン
入
門
】●
日
時 

４
月
５
日
、

12
日
、19
日
、26
日(

毎
週
火
曜
日
４
日

間)

、９
時
30
分
〜
12
時
30
分　
●
場
所 

筑
紫
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

Ｏ
Ａ
研
修
室(

市
内
岡
田
、カ
ミ
ー
リ
ヤ

南
側
ほ
ほ
え
み
タ
ウ
ン
Ｃ
棟)　
●
内

容 

基
本
操
作(

マ
ウ
ス
の
使
い
方
、文

字
入
力
の
基
本)

、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

活
用
等　
●
料
金 

５
２
０
０
円(

テ
キ

ス
ト
代
等)　
●
定
員 

先
着
12
人 

※
４

人
以
下
の
場
合
教
室
を
中
止
し
ま
す　

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

同
セ

ン
タ
ー
☎(

９
１
９)

７
７
５
５

パ
ソ
コ
ン
無む

料り
ょ
う

体た
い

験け
ん

●
日
時 

４
月
28
日(

木)

、
９
時
30
分

〜
11
時
30
分　
●
場
所 

筑
紫
野
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
Ｏ
Ａ
研
修
室

(

市
内
岡
田
、
カ
ミ
ー
リ
ヤ
南
側
ほ
ほ

え
み
タ
ウ
ン
Ｃ
棟)　
●
内
容 

ウ
ィ
ン

ド
ウ
ズ
10
で
で
き
る
こ
と
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
体
験
等　

●
定
員 

先
着
12
人
※
４
人
以
下
の
場
合
教
室

を
中
止
し
ま
す　

●
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
先 

同
セ
ン
タ
ー
☎(

９
１
９)

７
７
５
５

  

週し
ゅ
う

末ま
つ

証し
ょ
う

明め
い

書し
ょ

交こ
う

付ふ

サ
ー
ビ
ス

 

市
民
課
週
末
窓
口
証
明
書

交
付
サ
ー
ビ
ス

◆
開
設
日　

毎
月
第
２
・
第
４
土
曜

日(

４
月
は
９
日
、
23
日)

◆
開
設
時
間　

９
時
〜
12
時

◆
取
扱
業
務　

【
証
明
書
の
発
行
】
住
民
票
の
写
し
、

印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸
籍
に
関
す
る

証
明
書
、
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
、

住
民
票
コ
ー
ド
通
知
票
、
住
所
の
表

示
の
変
更
に
よ
る
証
明
書

【
印
鑑
の
登
録
業
務
】
新
規
登
録
、再

登
録
、
廃
止
な
ど
の
申
請

筑
紫
出
張
所
日
曜
日
証
明
書

交
付
サ
ー
ビ
ス

◆
開
設
日 

毎
週
日
曜
日 (

４
月
は
３

日
、
10
日
、
17
日
、
24
日)  

◆
開
設
時
間　

９
時
〜
12
時

◆
取
扱
業
務

　

住
民
票
の
写
し
お
よ
び
印
鑑
登
録

証
明
書
の
発
行

※
筑
紫
出
張
所
以
外
の
出
張
所
で
は
、

日
曜
日
の
証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
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公こ

う

共き
ょ
う

職し
ょ
く

業ぎ
ょ
う

訓く
ん

練れ
ん

生せ
い(

６
月が

つ

生せ
い)

募ぼ

集し
ゅ
う

●
訓
練
期
間 

６
カ
月(

６
月
３
日(

金)

〜
11
月
28
日(
月))　
●
訓
練
科
名 

住

宅・設
備
施
工
科　
●
定
員 

15
人　
●
受

講
料 

無
料　
※
教
科
書
等
自
己
負
担　

●
対
象 

公
共
職
業
安
定
所(
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク)

に
求
職
を
申
し
込
み
し
て
い

る
人　

●
募
集
期
間 

４
月
１
日(
金)

〜
５
月
13
日(

金)　

●
入
所
選
考 
５

月
20
日(

金)　

●
結
果
発
表 

５
月
26

日(

木)　

●
申
し
込
み
先 

住
所
を
管

轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所　
●
問
い
合

わ
せ
先 

福
岡
職
業
能
力
開
発
促
進
セ

ン
タ
ー
飯
塚
訓
練
セ
ン
タ
ー
☎
０
９

４
８(

２
２)

４
９
８
８

緑り
ょ
く

化か

講こ
う

習し
ゅ
う

会か
い

●
日
程 

５
月
22
日(

日)　

●
内
容
・

時
間
・
参
加
費 

▽
植
物
観
察
会
、
１

回
目
11
時
〜
、
２
回
目
13
時
30
分
〜
、

無
料　

▽
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
づ

く
り
、
10
時
〜
15
時
、
２
５
０
０
円　

●
定
員 

各
先
着
20
人　
●
申
込
方
法 

前
日
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
み　
●
場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
先 

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー(

久
留

米
市
田
主
丸
町)

☎
０
９
４
３(

７
２)

１
１
９
３
／
FAX
０
９
４
３(

７
２)

１
５

５
８
※
月
曜
日
休
館

職し
ょ
く

業ぎ
ょ
う

訓く
ん

練れ
ん

講こ
う

習し
ゅ
う

【
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習
】
労
働
安
全
衛

生
規
則
第
78
条
に
基
づ
く
講
習
。

●
期
間 

５
月
22
日(

日)

・
29
日(

日)

、

８
時
30
分
〜
17
時
30
分　
●
定
員 

先

着
40
人　
●
受
講
料 

８
千
円　
●
申

込
方
法 

４
月
18
日(

月)

９
時
か
ら
電

話
で
申
し
込
み

【
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
受
験
対
策
講
習
】

試
験
に
向
け
て
基
礎
知
識
を
習
得
す

る
講
習
。

●
期
間 

６
月
３
日(

金)

〜
９
月
23
日

(

金)
の
金
曜
日(

全
16
回)

※
８
月
12
日

は
休
講
、18
時
30
分
〜
21
時　
●
定
員 

先
着
50
人　
●
受
講
料 

３
万
円　
●
申

込
方
法 

４
月
19
日(
火)
９
時
か
ら
電

話
で
申
し
込
み

【A
utoC

A
D

に
よ
る
建
築
と
機
械
部

品
図
面
作
成
講
習
】
設
計
ソ
フ
ト
の

主
要
機
能
講
習
。

●
期
間 

６
月
７
日(

火)

〜
８
月
５
日

(

金)

の
火・
金
曜
日(

全
18
回)

、18
時
30

分
〜
21
時　
●
定
員 

先
着
15
人　
●
受

講
料 

４
万
９
千
円　
●
申
込
方
法 

４

月
20
日(

水)

９
時
か
ら
電
話
で
申
し

込
み

【
共
通
】
●
場
所
・
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
先 

福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

(

福
岡
市
東
区
千
早)

☎(

６
７
１)

６
８

３
１

サ
ー
ク
ル

会
費
な
ど
詳
し
く
は
各
サ
ー
ク
ル
に

直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

空か
ら

手て

　

空
手
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
体

験
・
見
学
、
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

●
日
時
・
場
所 

▽
月
曜
日(

17
時
〜

18
時)

二
日
市
東
小
学
校　
▽
火
曜
日

(

17
時
〜
18
時)

筑
紫
小
学
校　
▽
木
曜

日(

17
時
〜
18
時)

筑
紫
東
小
学
校　
▽

金
曜
日(

19
時
〜
20
時)

二
日
市
中
学
校　

▽
土
曜
日(

18
時
30
分
〜
20
時)

山
口

小
学
校　

※
５
週
目
、
祝
日
は
休
み　

●
対
象 

３
歳
以
上　
●
問
い
合
わ
せ

先 

進
谷
☎
０
８
０(

７
０
５
９)

０
４

０
８そ

う
だ
ん（
無む

料り
ょ
う

）

介か
い

護ご

を
考か

ん
が

え
る
家か

族ぞ
く

の
会か

い

に

よ
る
介か

い

護ご

相そ
う

談だ
ん

　

認
知
症
に
関
す
る
疑
問
や
介
護
の

仕
方
、
本
人
へ
の
接
し
方
な
ど
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
介
護
負
担

の
悩
み
な
ど
を
一
緒
に
分
か
ち
合
い
、

再
び
元
気
を
出
せ
る
よ
う
、
話
を
お

聞
き
し
ま
す
。(

予
約
不
要)

●
日
時 

４
月
15
日(

金)

、
10
時
〜
15

時(

毎
月
第
３
金
曜
日
に
開
催
予
定)　

●
相
談
方
法 

面
談
ま
た
は
電
話 

●
相

談
場
所 

カ
ミ
ー
リ
ヤ
内
相
談
室(

社
会

福
祉
協
議
会
横
）
●
電
話
相
談
☎(

９

２
０)

８
０
０
８　
●
問
い
合
わ
せ
先 

高
齢
者
支
援
課

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

無む

料り
ょ
う

法ほ
う

律り
つ

相そ
う

談だ
ん

●
日
時 

４
月
14
日(

木)

・
28
日(

木)

の
13
時
30
分
〜
15
時
30
分(

１
件
50
分

程
度)　

●
場
所 

市
役
所 

第
３
別
館 

高
齢
者
支
援
課
内
相
談
室　

●
相
談

員 

福
岡
県
司
法
書
士
会
指
定
の
司
法

書
士　
●
申
込
方
法 

事
前
に
電
話
で

予
約(

各
日
２
件
ま
で)　
●
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
先 

高
齢
者
支
援
課

定て
い

例れ
い

人じ
ん

権け
ん(

悩な
や

み
ご
と)

相そ
う

談だ
ん

所し
ょ

●
日
時 

４
月
13
日(

水)

、10
時
〜
15
時 

※
予
約
不
要　
●
場
所 

市
役
所
第
３
・

４
会
議
室(

第
１
別
館
２
階) 

※
近
隣

で
の
開
催
は
、
４
月
５
日(

火)

春
日

市
役
所
、
７
日(

木)

大
野
城
市
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー　
●
相
談
担
当 

人
権

擁
護
委
員　

●
相
談
内
容 

い
じ
め
・

差
別
・
虐
待
・
近
隣
や
家
庭
内
の
も

め
ご
と
な
ど
の
人
権
問
題 

※
福
岡
法

務
局
筑
紫
支
局
で
は
、
職
員
が
毎
日

(

土
・
日
曜
日
、祝
日
除
く)

、人
権
擁

護
委
員
が
月
・
水
・
金
曜
日
に
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。
全
国
共
通
人
権
相

談
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０(

０
０
３)

１
１
０ 

●
問
い
合
わ
せ
先 

福
岡
法
務

局
筑
紫
支
局
☎(

９
２
２)

２
８
８
１

無む

料り
ょ
う

法ほ
う

律り
つ

相そ
う

談だ
ん

●
日
時 

４
月
21
日(

木)

、13
時
〜
16
時

(

１
人
30
分
程
度)　

●
場
所 

福
岡
法

務
局
筑
紫
支
局
１
階
相
談
室　

●
相

談
担
当 

弁
護
士 

●
相
談
受
付 

電
話

に
よ
る
予
約
制(

先
着
６
人)

※
資
力

基
準
を
満
た
す
人
が
対
象
の
た
め
、

予
約
の
際
に
収
入
な
ど
を
お
尋
ね
し

ま
す　

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先 

法
テ
ラ
ス
福
岡
☎
０
５
０(

３
３
８

３)

５
５
０
２

ひ
と
り
親お

や

家か

庭て
い

の
人ひ

と

対た
い

象し
ょ
う

弁べ
ん

護ご

士し

に
よ
る
法ほ

う

律り
つ

相そ
う

談だ
ん

●
日
程
・
時
間 

▽
４
月
６
日(

水)

・
５

月
６
日(

金)

、
13
時
〜
15
時　
▽
４
月

13
日(

水)

・
27
日(

水)

、
18
時
30
分
〜

20
時
30
分　

●
場
所 

ク
ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ(

春
日
市)

※
希
望
者
は
前
日
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
み(

先
着
順
、
相
談

時
間
約
30
分)　
●
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
先　

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉

連
合
会
☎(

５
８
４)

３
９
２
２

養よ
う

育い
く

費ひ

の
電で

ん

話わ

相そ
う

談だ
ん

●
対
象 

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
人　
●
受

付
時
間 

月
〜
金
曜
日
、
９
時
〜
16
時　

●
問
い
合
わ
せ
先 

福
岡
県
ひ
と
り
親

家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

☎(

５
８
４)

３
９
３
１
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お知らせコーナー

問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。

母子健康手帳交付会
●場所・日程(火曜日)　▽生涯学習センター３階和室　
４月５日　▽カミーリヤ２階和室 ４月12・19・26日　
●時間 9時50分～10時30分(※受付 ９時30分～９時
45分)　●持参品 妊娠届出書(交付会場にもあります)、
筆記用具、本人確認に必要なもの(妊娠届出書裏面参照)　
●内容 母子健康手帳の交付と説明、市の保健事業紹介、
講話など
※ ４月から妊娠届出書にマイナンバーの記載と本人確
認が必要となります。
※ 妊婦本人への交付が原則です。都合の悪い人や本人
の来館が困難な場合はお問い合わせください。

乳幼児健康診査
※対象者には個人通知します。転入したばかりで通知
が届いていない人は、問い合わせください。

４カ月児・10カ月児・１歳６カ月児の健康診査
●受け方　健診票が届いたら、通知文に記載の指定医
療機関へ予約し、受診する　●持参品　母子健康手帳、
健診票

３歳児健康診査　※受診は誕生日の翌月です

●日時 ４月７日(木)・21日(木)の13時～14時 ※対象
人数の都合で月２回に分けて開催　●場所 カミーリヤ　
●持参品　母子健康手帳、健診票、尿

離乳食教室
●日時 ４月22日(金)、10時～11時30分　●定員 20組　
●対象者 離乳食を始めようとしている赤ちゃん(生後
４カ月～７カ月頃)とその家族　●内容 離乳食の講話
と調理の見学、試食　●場所 カミーリヤ ２階和室
●参加費 100円　●持参品 母子健康手帳、筆記用具、
スプーン ※｢抱っこひも｣があると、見学の際に便利です　
●申込方法 電話または市ホームページから申し込みく
ださい。市ホームページ→分類から探す(健
康・子育て・福祉)→赤ちゃん→離乳食教室　
●受付開始  ４月１日(金)、９時～

育児相談
　保健師・助産師・管理栄養士・歯科衛生士・保育士な
どが、子育てに関する相談に応じます。(計測のみも可)
●場所・日程 ▽生涯学習センター３階和室 ４月13日(水) 
▽カミーリヤ1階多目的ホール ４月27日(水)　●受付時
間 13時30分～14時30分　●対象 就学前の子どもと
保護者(予約不要)　●持参品 母子健康手帳

●申し込み・問い合わせ先　健康推進課
☎(920)8611／FAX(926)6006
４月のカミーリア休館日は18日(月)

編
集
後
記

　

サ
ク
ラ
の
開
花
が
待
ち
遠
し
い

時
期
に
な
り
ま
し
た
。
満
開
の
時

期
に
な
る
と
市
内
各
所
で
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
サ
ク
ラ
と

い
え
ば
や
っ
ぱ
り
「
桜
台
」。
桜

台
３
号
公
園(

三
角
公
園)

に
は
多

数
咲
き
誇
り
、
ま
た
桜
並
木
も
楽

し
め
ま
す
。
他
に
も
、
上
古
賀
の

天
拝
通
り
や
筑
紫
駅
前
通
の
宝
満

川
沿
い
の
並
木
、
ゆ
っ
く
り
楽
し

み
た
い
場
合
に
は
天
拝
公
園
や
筑

紫
神
社
、
五
郎
山
公
園
、
市
役
所

の
裏
の
湯
大
道
公
園
も
人
気
が
あ

り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
オ
ス
ス
メ
の

場
所
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ

さ
い
。 (

広
報
広
聴
担
当 

山
崎)

休
きゅう

日
じつ

の当
とう

番
ばん

医
い 診療時間は９時～17時

(小児科は９時～23時)

● 病院などの都合で変更されることがありますので、市役所ま
たは消防署☎(924)5034で事前に確認してください。

４月３日(日)
内 大西内科クリニック 春日市 (５９５)２００１
外 あきよし外科胃腸科医院 太宰府市 (９２２)３０６０
産 早瀬川医院 二日市中央 (９２４)３５３１
小 福岡徳洲会病院 春日市 (５７３)６６２２

４月10日(日)
内 済生会二日市病院 湯町 (９２３)１５５１
外 済生会二日市病院 湯町 (９２３)１５５１
産 西尾産婦人科医院 紫 (９２８)１１０３
小 福岡徳洲会病院 春日市 (５７３)６６２２

内科と外科、小児科の平日夜間当番医は、市役所・消防署に
問合せください。

歯
し

科
か

休
きゅう

日
じつ

急
きゅう

患
かん

診
しん

療
りょう

診療時間は9時～16時

休日急患歯科診療所　春日市　(571) 0118
※全ての日曜日・祝日・お盆・年末年始の歯科急患に対応しています。

小
しょう

児
に

救
きゅう

急
きゅう

電
でん

話
わ

相
そう

談
だん

19時～翌朝７時

休日・夜間の急な子どもの病気の対処に迷った
ときの電話相談です。 携帯電話からも可。

緊
きん

急
きゅう

漏
ろう

水
すい

時
じ

の水
すい

道
どう

当
とう

番
ばん

業
ぎょう

者
しゃ

●水道当番業者(４月前半)
日程 業者名 電話番号

４月１日～４月３日 田中住宅産業(株) (９２６)４３５５

４月４日～４月10日 (株)筑紫商会 (９２１)１１５５

４月11日～４月14日 (有)青木工業 (９２５)８３５６

●問い合わせ先　上下水道工務課  ☎(９２３)７１１２

４月の納
のう

税
ぜい

と納
のう

付
ふ

固定資産税 第１期

都市計画税 第１期

☎＃８０００
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Chikushino Child-rearing INFORMATION

　のどに何かが詰まった、頭を打ったなど、いざとい
う時にどのように対応したら良いのか、事故の予防と
手当ての仕方を学んでみませんか。(参加無料)
●日時　４月23日(土)、10時～12時 (受付９時45分～)
●場所　生涯学習センター学習室７
●講師　日本赤十字社福岡県支部
●内容　幼児安全法

●対象
　市内在住の０歳から就学前の子どもをもつ男性
●定員　先着15人
● 申込方法　電話で「①氏名・②電話番号」をお知ら
せください。
●申込期間　４月４日(月)～４月19日(火)
●申し込み・問い合わせ先
　子育て支援センター　☎(９２２)７２８７

子
こ

育
そだ

て男
だん

性
せい

のための育
いく

児
じ

講
こう

座
ざ

幼
よう

児
じ

安
あん

全
ぜん

法
ほう

「知
し

っていれば安
あん

心
しん

、子
こ

どもを事
じ

故
こ

から守
まも

ろう」

　ファミリー・サポート・センターちくしのでは、子
どもの遊びや心理、健康などについて、学習会を開催
しています。ファミリー・サポート・センターの会員
登録をしなくても参加できます。
① ｢子どもたちを輝かせるために～未来人～｣
子どもたちの笑顔と元気を引きだすヒントがいっぱい！
子どもが夢中になる遊びを実践しましょう。
●日時　４月17日(日)、10時30分～12時30分
●場所　生涯学習センター(学習室５)
●講師 添田 譲二さん(福岡大学講師)
●申込会場・日程・時間
② ｢乳幼児の世話の仕方と事故予防｣
乳幼児の着替え・おむつ交換・食事など、お世話の仕

　「ファミリー・サポート・センターちくしの」(ファミ
サポ)は、子どもの預かりや、保育所・児童クラブ、習い
事の送迎など、会員の子育てを地域の中で助け合う、
子育て支援事業を行っています。
◆「子育ての手助けをしてほしい！」
・・・「おねがい会員」
　登録を希望する人は、会員登録説明会と学習会を１回
受講してください。
◆「子育ての手助けをしたい！」
・・・「まかせて会員」
　登録を希望する人は、会員登録説明会と学習会を年間
４回(幼児安全講習は必修)受講してください。
　「子どもが大好き！」「空いている時間を誰かのため
に役立てたい！」という皆さんのご協力をお待ちして
います。

方について今と昔ってどう違うのでしょう。実技を交
えて楽しく学びます。
●日時　５月11日(水)、10時～12時(受付９時45分～)
●場所　生涯学習センター軽運動室
●講師 豊田 晴子さん(産前産後サポートセンター助産師)
※希望者はファミサポに電話またはＦＡＸでお申込み
ください。
※子ども同伴では受講できませんので、託児(無料)を
ご利用ください。また、託児を利用する場合は早め
の申し込みをお願いします。
●申し込み・問い合わせ先
　ファミリー・サポート・センターちくしの
　☎・ＦＡＸ(９２１)１３９６

▽会員登録説明会
◆日時　４月17日(日)、９時30分～10時30分
　(10時30分から引き続き学習会を実施します)
◆場所　生涯学習センター学習室５
※会員登録する場合は、印鑑を持参してください。
※子ども同伴では受講できませんので、託児(無料)を
利用してください。また、託児を利用する場合は、
早めの申し込みをお願いします。
※ファミサポ学習会は年間を通して開催しています。
開催日程などは、広報紙のほか、市ホームページ、
子育てカレンダーなどに掲載しています。
●問い合わせ先
　ファミリー・サポート・センターちくしの
　☎・ＦＡＸ(９２１)１３９６

ファミリー・サポート・センター学
がく

習
しゅう

会
かい

を開
かい

催
さい

します！

地
ち

域
いき

で子
こ

育
そだ

て応
おう

援
えん

！ファミサポ会
かい

員
いん

になりませんか？

■子育て支援センター  ☎(922)7287
■ファミリー・サポート・センターちくしの  ☎(921)1396
■つどいの広場「つくしのこ」  ☎(408)7776

子育て情報子育て情報
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子こ

育そ
だ

て
の
ひ
ろ
ば

No.233

問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。

萩
は ぎ お

尾悠
ゆ う と

斗ちゃん
(４月18日生まれ) 岡田

1歳

ゆうとくん満１歳おめでとう♥
いっぱい食べて、パパみたいに
大きく育ってね！だーいスキ★

坂
さかぐち

口華
か れ ん

怜ちゃん
(４月22日生まれ) 二日市中央

1歳

華怜ちゃん♥１歳おめでとう♪
いつも元気で笑顔がかわいい華
怜ちゃん♥大好きだよ♥♥

村
むらおか

岡和
い ず み

泉ちゃん
(４月１日生まれ) 美しが丘南

1歳

和泉お誕生日おめでとう♪沢山
経験しながら元気に育ってね★
父母はいつも和泉の味方です♥

山
や ま の

野椿
つ ば さ

沙ちゃん
(４月24日生まれ) 岡田

3歳

お話いっぱい上手になったね♥
大きく元気に育ってね♪３歳の
お誕生日おめでとう♥♥♥

山
や ま だ

田桜
さ お り

織ちゃん
(４月16日生まれ) 石崎

1歳

おしゃべりが上手でニコニコ笑
顔の桜織ちゃん♪１歳おめでと
う★元気にのびのび育ってね♥

植
う え だ

田結
ゆ い

衣ちゃん
(４月２日生まれ) 牛島

3歳

♥いつも元気な結衣ちゃん♥
大好きな凜旺にぃ紘旺にぃと
仲良くたのしく成長してね♥

江
え が わ

川篤
あ つ き

生ちゃん
(４月８日生まれ) 針摺東

1歳

よく泣き甘えん坊だけど笑顔の
かわいいあっちゃん伸び伸びと
元気いっぱい大きくなってね♥

嘉
か た や ま

多山慎
し ん や

也ちゃん
(４月13日生まれ) 美しが丘北

1歳

慎也のニコニコ笑顔に皆が癒さ
れてるよ♥１歳おめでとう★こ
れからも元気に育ってね♪

金
きんじょう

城琉
る な

渚ちゃん
(４月13日生まれ) 上古賀

3歳

♥ルナ♥３歳おめでとう♥マイ
ペースでおしゃべりなルナ♪こ
れからも元気に沢山遊ぼうね♥

●このコーナーの申込方法 ★コーナー名、子どもの名前(漢字、ふりがな)、誕生日（年月日）、保護者
氏名、住所、電話番号を記載して申し込みください。  ★定員 24人(各号12人、超えた場合は抽選)
※電話では受付していません。  ★７月生まれは、４月１日(金)～20日(水)に受け付けます。

★申込先 ▽電子メール hishokouhou@city.chikushino.fukuoka.jp 
▽FAX(923)5391 ▽郵送 〒818-8686(住所記入不要)筑紫野市役所
秘書広報課あて ★3歳まで ※申込時には、写真・コメントの添付は不要です。

自
分
で
靴
を
履
い
て
み
よ
う
！

　

気
持
ち
が
い
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
散
歩
の
機
会
も
増

え
そ
う
で
す
ね
。

　

出
か
け
る
時
に
、
子
ど
も
が
靴
を
履
こ
う
と
す
る
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
見
守
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
時
間
が
気
に
な
り
、

な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
。
ま
ず
は
、
子
ど
も
の
靴
を
使

い
、
大
人
が
手
本
を
示
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
手
で
持
つ
履
き
口
の
２
カ
所
を
知
ら
せ
ま
す
。

②
履
き
口
を
引
き
、
広
げ
ま
す
。

③
広
く
な
っ
た
履
き
口
に
足
先
か
ら
入
れ
ま
す
。

④
持
っ
た
両
手
を
自
分
の
方
に
引
き
寄
せ
ま
す
。

　

次
に
、
子
ど
も
に
そ
の
靴
を
渡
し
て
同
じ
よ
う
に
や
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。
難
し
け
れ
ば
、
子
ど
も
の
手
を
覆
う
よ
う
に

手
を
添
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
少
し
ず
つ
手
伝
う
割
合
を
減

ら
し
て
い
く
と
い
い
で
す
ね
。

　

ま
た
、
手
本
を
示
す
時
に
、
自
分
の
靴
を
返
し
て
欲
し
い

と
泣
い
た
り
興
奮
し
た
り
し
て
し
ま
う
よ
う
な
ら
、
大
人
用

の
靴
で
手
本
を
示
し
、
一
緒
に
一
つ
ず
つ
進
め
る
の
も
良
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
何
気
な
い
生
活

の
一
つ
一
つ
が
新
鮮
な
遊
び
な
の
で
す
。
で
き
た
時
の
喜
び

や
、
で
き
な
か
っ
た
時
の
悔
し
さ
を
共

感
す
る
こ
と
で
子
ど
も
の
や
る
気
は
グ

ン
グ
ン
育
ち
ま
す
。

　

子
ど
も
に
は
、
大
人
に
手
伝
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
何
か
と
拒
む
時
期
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
の
自
立
し
た
い
気
持
ち
が
順
調
に

育
っ
て
い
る
と
い
う
表
れ
で
す
。
で
き
る
だ
け
受
け
止
め
て

あ
げ
た
い
で
す
ね
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

街
道
保
育
所

　

☎(

９
２
２)

３
０
７
７(

平
日
８
時
30
分
〜
17
時)  かかと履き口

お誕生日おめでとう!
びじょうたん

お誕生日おめでとう!
４４月月生まれ生まれ



筑紫野市フェイスブック
http://www.facebook.com/ChikushinoCity/

筑紫野市ツイッター
http://twitter.com/ChikushinoCity/

筑紫野市ホームページ
http://www.city.chikushino.fukuoka.jp/

■
発
行
／
筑
紫
野
市
　
■
編
集
／
秘
書
広
報
課
 

■
印
刷
／
九
州
チ
ュ
ー
エ
ツ
株
式
会
社

〒
818 -8686 福

岡
県
筑
紫
野
市
二
日
市
西
一
丁
目
1番
1号
　
☎
092（

923）1111　
FAX092（

923）5391  
発
行
部
数
／
40,800部

C
hikushino N

o.1058
2016

年
4
月
１
日
号

広
報ち
くし
の

広告の掲載は、株式会社ホープ☎(716)1404 に問い合わせください。

東
日
本
大
震
災
筑
紫
野
市
追

悼
式
・
復
興
祈
念
式

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
５

年
と
な
っ
た
３
月
11
日(
金)
に
、

震
災
で
犠
牲
と
な
っ
た
方
々
に
対

す
る
哀
悼
の
意
を
表
す
た
め
、
東

日
本
大
震
災
筑
紫
野
市
追
悼
式
・

復
興
祈
念
式
を
市
役
所
玄
関
前
広

場
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
区
長
会
役
員
、
消
防

団
員
、
市
議
会
、
市
役
所
職
員
、

消
防
組
合
消
防
本
部
職
員
１
８
６

人
の
参
加
の
も
と
、
震
災
の
発
生

時
刻
14
時
46
分
に
サ
イ
レ
ン
を
吹

セ
ン
タ
ー
で
「
３
・
11
東
日
本
大

震
災
追
悼
式
及
び
地
域
防
災
学
習

会
」
が
御
笠
ま
ち
づ
く
り
振
興
会

の
主
催
で
行
わ
れ
、
地
域
の
皆
さ

ん
１
８
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

吉
木
・
阿
志
岐
小
学
校
の
児
童

が
被
災
地
を
思
い
、絵
や
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
つ
づ
り
作
成
し
た
牛
乳
パ
ッ

ク
灯
籠
約
２
５
０
個
に
灯
り
が
と

も
さ
れ
、
代
表
７
人
に
よ
る
献
灯

の
後
、
参
加
者
全
員
で
黙
と
う
を

捧
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
の
安
全
安
心
課
に

よ
る
防
災
出
前
講
座
が
行
わ
れ
、

地
震
へ
の
備
え
を
確
認
し
合
い
ま

し
た
。

鳴
し
、
犠
牲
と
な
っ
た
方
々
に
黙

と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

藤
田 

陽
三
市
長
は
、「
震
災
か

ら
得
ら
れ
た
貴
重
な
教
訓
を
決
し

て
無
駄
に
し
な
い
、と
の
決
意
で
、

災
害
に
強
い
強
靭
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
役
所
・
消
防
組
合
消
防

本
部
で
は
被
災
地
に
職
員
を
派
遣

し
て
お
り
、
代
表
者
か
ら
活
動
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
で
も
追
悼
式
・
学
習
会

を
実
施

　

夜
に
は
、
御
笠
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ14時46分、黙とうを捧げる参加者

献灯を行う皆さんと牛乳パック灯籠

広告 広告

広告

災さ
い

害が
い

に
強つ

よ

い
ま
ち
づ
く
り
へ 

〜
東ひ

が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

か
ら
５
年ね

ん

〜


